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第１  調達仕様 

1 調達内容 

( 1)  件名 

名古屋市道路情報管理公開システム構築業務（以下「本業務」という。） 

 

( 2)  履行期間 

契約日から令和８年３月３１日までとする。 

 

( 3)  本業務の背景 

名古屋市（以下「発注者」という。）の道路台帳平面図は、道路管理業務だけでなく、不動

産取引や建築・開発事業、運送業など幅広く活用されているが、現状紙ベースで管理・保

管しており、来庁による窓口での閲覧に限定されている。 

そのため、紙ベースの道路台帳平面図を電子化し、新たに公開型ＧＩＳを構築・公開する

ことで、利用者の利便性向上を図ることが求められてきた。 

 

( 4)  本業務の目的 

前節の背景を踏まえ、本業務は、発注者が保有する道路台帳平面図や基準点、認定路

線等を庁内で活用するための管理システムを導入する。さらに道路台帳平面図や基準点、

認定路線等をインターネットで公開し、住民や事業者が来庁しなくても必要な情報が入手で

きる公開システムを導入する。あわせて庁内における業務の効率化、高度化を図ると共に住

民サービスの向上を実現することを目的とする。 

なお、本業務は新しい地方経済・生活環境創生交付金（デジタル実装型 ＴＹＰＥ１／Ｖ）

に本市が採択された事業として実施するものである。 
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本業務を含めた全体のスケジュール（想定）を以下に示す。 

年度 内容 

令和６年度以前 ・道路台帳平面図のデジタルデータ化 

（西、中村、中、熱田、港、南） 

令和７年度（見込） ・道路台帳平面図のデジタルデータ化 

（東、千種、昭和、名東、天白） 

・道路情報管理公開システム構築（本業務） 

・一部区の道路台帳平面図を公開（本業務） 

（西、中村、中、熱田、南） 

令和８年度（予定） ・道路台帳平面図のデジタルデータ化 

・一部区の道路台帳平面図を追加公開 

（東、千種、昭和、港、名東、天白） 

令和９年度（予定） ・道路台帳平面図のデジタルデータ化 

・一部区の道路台帳平面図を追加公開 

令和１０年度（予定） ・全区の道路台帳平面図を公開 

 

( 5)  本業務の範囲 

本業務の委託範囲は、以下のとおりとする。 

なお、各内容の詳細については、本仕様書の該当箇所を参照すること。 

ア シス テム開発 

  管理システム及び公開システムの開発工程（設計、開発、テスト）において必要な

業務一式とする。 

  開発期間中に生じる法改正・制度改正等について、情報収集に努め、原則とし

て、対応すること。 

  設計、開発及びテストに必要となる作業場所、ハードウェア及びソフトウェア、消

耗品及び通信等に係る費用については、受注者の負担とする。 

イ 環境構築 

  管理システム用端末（１台）の調達、設置、接続及び設定を行い、正常動作確認

を行うこと。 

  公開システム用クラウド環境の構築及び設定を行い、正常動作確認を行うこと。 
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ウ 導入支援 

  本システムの利用者が本システムを容易に利用できるように操作マニュアルを作

成すること。 

  本システムの運用管理者が本システムの運用保守を円滑に実施できるように、運

用保守マニュアルを作成すること。 

  システムを安定稼動させるために必要なハードウェア及びソフトウェアの保守計

画及びマニュアルを作成すること。 

  システム操作及びシステム運用方法等に関する研修を行うこと。 

エ 運用保守 

  本業務において構築したシステム及び搭載データについて、運用開始後の問合

せ及び障害対応を含む運用保守を行うこと。 

 

2 本業務の基本方針 

( 1)  シス テム化の基本方針 

本システムを構築する上での基本方針を以下に示す。 

ア パッ ケージソ フ ト ウ ェ アの活用 

品質、安定性、納期等の観点からパッケージソフトウェアを最大限活用し、システムを

構築すること。なお、活用するパッケージソフトウェアは過去５年以内に他の地方自治体

で納入実績を有するものとする。 

イ オープンな標準の採用 

原則として、メーカー独自の技術を採用せず、ＪＩＳ規格・ＩＳＯ／ＩＥＣ規格等のオープ

ンな標準に基づく技術を採用したシステムとする。 

ウ 操作・ 利便性 

操作しやすく、誤動作させにくい画面構成とする。 

エ 安定し たレ ス ポンス の維持 

繁忙期及び稼動数年後においても安定したレスポンスを維持するシステムとする。 

オ ラ イ フ サイ ク ルコ ス ト の抑制 

柔軟性、拡張性及び運用保守性の高いシステムとすることにより、運用開始以降の

運用保守費用及びシステム改修費用等のライフサイクルコストの抑制を図る。 
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( 2)  シス テムの利用要件 

本システムの利用者（想定）について以下に示す。 

利用者 利用場所 利用者数 利用頻度 利用時間帯 

職員 市 役 所 （ 路 政

部・道路部） 

250 名 30 件／日（平均） 

50 件／日（ピーク時） 

8:45～17:30 

（平日） 

土木事務所 

（各区 16 箇所） 

500 名 480 件／日（平均） 

800 件／日（ピーク時） 

8:45～17:30 

（平日） 

市民 

事業者 

インターネット経

由 

不特定多数 700 件／日（平均） 

1,000 件／日（ピーク時） 

24 時間 365 日

（計画停止除

く） 

 

( 3)  ス ケジュ ール 

本業務のスケジュール（想定）を以下に示す。 

工程 時期 

システム開発 契約日～令和７年１２月 

受入テスト 令和７年１２月～令和８年１月 

運用テスト 令和８年１月～令和８年２月 

システム運用開始 令和８年３月 

運用保守期間 システム運用開始から令和８年３月３１日まで 

※上記運用保守期間における運用保守に係る経費は本業務の委託料に含む 

ものとする。 

 

3 本業務の要件 

( 1)  設計・ 開発要件 

ア 設計・ 開発実施計画の作成 

受注者は設計・開発実施体制と役割、詳細な作業内容、作業スケジュール、開発環

境、開発方法、開発ツール等に関する設計・開発実施計画を作成の上、設計・開発を

実施すること。 
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イ 開発環境 

本業務におけるアプリケーションの開発に必要な開発環境は受注者が整備し、開発

用ハードウェア及びソフトウェアの賃貸借（または買取）及び保守は受注者が負担する

こと。開発用ハードウェア及びソフトウェアについては、本仕様書のシステム仕様を踏ま

えて整備すること。 

ウ 開発方法 

本システムの納期や品質を適切に確保するため、本システムの特性等に応じた開発

手法及びプロジェクト管理手法に基づき開発を行うこと。 

 

( 2)  テス ト 要件 

ア パッ ケージソ フ ト ウ ェ アの取扱い 

パッケージソフトウェアを活用する場合における標準機能については、改めて当該

機能のテストを行うことは不要とする。ただし、発注者用にカスタマイズのある箇所や当

初セットアップの内容によって機能の動作が変化する箇所については、テストを行うこ

と。 

イ テス ト 実施計画の作成 

受注者はテスト体制と役割、詳細な作業内容、作業スケジュール、テスト環境、テスト

ツール、合否判定基準等に関するテスト実施計画を作成の上、テストを実施すること。 

ウ テス ト 環境 

単体テスト及び結合テストについては、開発環境においてテストを実施すること。 

総合テストについては、開発環境及び検証環境または本番環境において実施する

こと。検証環境または本番環境におけるテストは、開発環境におけるテスト終了後に行

うこと。 

受入テスト及び運用テストについては、検証環境または本番環境において実施す

る。 
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エ テス ト 方法 

単体テスト、結合テスト、総合テスト、受入テスト及び運用テストにおけるテスト実施方

法を以下に示す。なお、各テストにおけるテスト項目については、受注者が検討し、発

注者の承認を受けること。 

 

テス ト 工程 実施主体 テス ト 内容 成果物等 

発注

者 

受注

者 

単体テスト 監理 実施 作成したプログラムを対象とした

テストを行う。 

単体テスト仕様書 

単体テスト結果報告書 

結合テスト 監理 実施 プログラム間のテストを行う。 結合テスト仕様書 

結合テスト結果報告書 

総合テスト 監理 実施 システム機能全体のテスト（機

能、性能、セキュリティ及び運用

等）を行う。 

総合テスト仕様書 

総合テスト結果報告書 

受入テスト 実施 支援 総合テストのテスト項目の一部を

発注者が実施する。 

受入テスト仕様書 

受入テスト結果報告書 

運用テスト 支援 実施 運用保守マニュアル等に基づ

き、運用が行えることを確認す

る。 

運用テスト仕様書 

運用テスト結果報告書 

 

オ テス ト データ  

テストデータについては、他自治体導入の経験を踏まえ、受注者が提案すること。 

テストデータの利用に際し、発注者にてテストデータを準備する必要がある場合には、

テストデータの内容と準備完了期限等、必要な情報を明示すること。 

カ 受入テス ト の支援 

発注者と協議の上、受入テスト仕様書を作成すること。 

受入テストの実施支援（テストへの立会い、操作補助等）を行うこと。 

受入テスト結果報告書を作成すること。 
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( 3)  導入支援 

ア 教育・ 研修実施計画の作成・ 実施 

受注者は、教育・研修体制と役割、詳細な作業内容、作業スケジュール、教育・研修

環境、教育・研修方法等に関する教育・研修実施計画を作成の上、教育・研修を実施

すること。 

受注者は教育・研修を行うのに必要なシステム環境を整備すること。 

原則として、研修に必要な会議室は発注者の施設を想定しているが、別途協議する

こと。 

イ 教育・ 研修用教材の作成 

研修に必要な操作マニュアル及び運用保守マニュアル等の資料の作成、必要部数

のコピー等を行うこと。 

ウ 教育・ 研修の実施報告及び評価 

研修の実施報告及び評価を行うこと。 

 

( 4)  その他の作業要件 

ア プロジェクト管理 

本業務の実施にあたり、以下の管理項目でプロジェクト管理を実施すること。報告様

式については発注者と協議の上、決定すること。 

  進捗管理 

  調整事項管理（他事業者等と協議が必要なもの） 

  成果物管理（定められた成果物を期限通り提出すること） 

  変更管理 

  情報セキュリティ管理 

  リスク・課題管理 

  品質管理 

  貸与等管理 

 

イ 会議、 レ ビュ ー等 

（ ｱ）  会議、 レ ビ ュ ー等 

設計等の打合せやレビュー、進捗会議及び研修等については、原則として、発注者
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の会議室での実施を想定しているが、別途協議すること。 

（ ｲ）  アプリ ケーショ ンの設計・ 開発 

受注者の事業所内で実施すること。 

 

ウ 本業務に必要な設備及び消耗品等の負担 

（ ｱ）  発注者が準備する 設備及び消耗品等 

本業務に使用する設備及び消耗品等のうち、発注者が準備及び負担するものを以

下に示す。 

  発注者の提供する会議室や電気料金等 

（ ｲ）  受注者が準備する 設備及び消耗品等 

「（ｱ）発注者が準備する設備」以外の本業務に必要な設備及び消耗品等は受注者

が負担すること。 

 

エ 会議体制 

（ ｱ） 定例報告会 

原則として、月に 1 回、作業状況の報告会を実施すること。 

（ ｲ） 臨時報告会 

緊急を要する報告に関しては必要に応じて実施すること。 

（ ｳ） レ ビュ ー 

設計、開発及びテストの各工程において、受注者の社内で適正なレビューを実施し

た後、発注者の承認を受けること。 

（ ｴ） 会議の進行、 議事録の作成及び懸案事項等の管理 

各報告会及びレビュー等の会議の進行、議事録の作成及び懸案事項等の管理は

受注者が行うこと。 
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オ 作業実施体制 

（ ｱ） 発注者の体制 

発注者の体制は以下のとおりとする。 

担当 役割 

情報システム管理者 

（緑政土木局路政部道路利活用課） 

計画、課題対応及び成果物等の確認と

承認 

情報システム担当者 

（緑政土木局路政部道路利活用課） 

本業務におけるプロジェクトの推進 

（作業状況管理、課題管理等） 

 

（ ｲ） 受注者の体制 

本業務の作業実施体制を提示し、発注者の承認を得ること。なお、受注者の体制は

以下の条件を満たすこと。 

a プロ ジェ ク ト チームの編成 

本業務の責任者として、プロジェクト全体を十分に管理可能な者を配置すること。 

本業務を円滑に遂行させることが可能な能力のある担当者を配置し、チームとして

編成すること。 

プロジェクト責任者及び担当者の責任及び権限を明確にし、本業務への参画度、

参画時期について明確化すること。 

本業務における各配置技術者の資格は次のいずれかのとおりとし、資格を有する

ものが本業務の開始から終了まで実質的に関与する体制を構築すること。 

 

技術者名称 資格 

管理技術者 ・過去5年以内に地方自治体において、統合型GIS及び公開型GISの

構築業務に携わっている者 

照査技術者 ・高度情報処理技術者資格 

・空間情報総括監理技術者 

・過去5年以内に地方自治体において、統合型GIS及び公開型GISの

構築業務に携わっている者 
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b 発注者と のコ ミ ュ ニケーショ ン 

通常及び緊急時において迅速な連絡を可能とすること。 

 

( 5)  本業務の前提条件 

ア 契約前の説明 

受託者は、本業務について、契約前に本仕様に関し委託者の説明を受けるとともに、

疑義があるときは、委託者の指示を受けなければならない。 

 

イ 受託条件 

受注者は、本業務の全部又は一部を第三者に再委託し、または請け負わせてはな

らない。ただし、あらかじめ発注者の承認を得た場合は、この限りではない。この再委

託等に関するすべての責任は、受注者が負わなければならない。 

「1(5)本業務の範囲」に掲げた業務は全て本契約の範囲内であり、受注者の責任と

負担で全て行うものとする。 

 

ウ プロジェクト計画書の提出 

受注者は、プロジェクト計画書を契約締結後すみやかに提出し、発注者の承認を得

なければならない。プロジェクト計画書に記載された事項を変更する場合についても同

様とする。 

 

エ 成果物の提出及び期限 

「4 成果物」を参照すること。 

 

オ 業務進捗状況の報告等 

受注者は、本業務の進捗状況について定期的に発注者に報告するとともに、その

進め方･手法について、発注者と打ち合わせを行わなければならない。 

 

カ 規格の遵守 

受注者は、本業務を行うにあたり JIS 規格等各規格を遵守しなければならない。ただ
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し、あらかじめ発注者の承諾を得た場合は、この限りではない。 

 

キ 権利の帰属 

本業務により作成される成果物及び関連資料（以下「成果物等」という。）に関する無

体財産権並びにそれを受ける権利は、すべて発注者に帰属するが、受注者又は第三

者が従前から有している権利（パッケージソフトウェアに関するプログラム等）は留保さ

れるものとする。また、この場合において、発注者は、成果物を利用するために必要な

範囲において、これを無償で利用することができるものとする。 

発注者に帰属する権利について、受注者は発注者の許可なく外部に貸与、使用又

は公表してはならない。 

 

ク 成果物等の公表、変更 

発注者は成果物等を自由に公表し、または変更することができる。 

 

ケ 第三者権利の使用 

成果物等について、受注者が第三者の有する無体財産権を使用する場合には、そ

の使用に関するすべての責任は受注者が負わなければならない。 

 

コ 成果物等の説明 

受注者は、発注者の指定する担当職員に対し成果物等について十分な説明を行わ

なければならない。 

 

サ 立入検査 

発注者は、受注者の管理状況について、受注者の事務所等に立入検査を行うこと

ができる。ただし、書面による確認等により確実な履行確保が担保できると発注者が認

める場合は、これに代えることができるものとする。 

立入検査により仕様に違反する事項が発見された場合は、受注者は発注者の指示

に従い直ちにこれを是正しなければならない。この立入検査に要する費用はすべて受

注者の負担とする。 
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シ 契約不適合責任 

発注者は、成果物が種類、品質又は数量に関して契約の内容に適合しないもの（以

下「契約不適合」という。）であるときは、発注者は受注者に対して、成果物の修正等に

よる履行の追完を請求することができる。この場合において、発注者が相当の期間を

定めて履行の追完の催告をし、その期間内に履行の追完がないときは、発注者は、そ

の不適合の程度に応じて代金の減額を請求することができる。 

なお、原因が本業務以外の外部的なものである場合は、その理由及び対策案を可

能な限り発注者に提示し、発注者の指示を受けること。 

発注者は、引き渡された成果物に関し、納入が完了した日から 1 年以内にその旨を

通知しなければ、当該契約不適合を理由とした履行の追完の請求、損害賠償の請求、

代金の減額の請求又は契約の解除をすることができない。 

 

ス 情報等の目的外使用の禁止 

受注者は、発注者が提供した情報及び業務により知り得た情報を、発注者の承認な

くしてその目的外に使用してはならない。 

 

セ 機密保持 

受注者は、本仕様に基づく作業の実施中はもとより、作業終了後においても、発注

者より提供を受けた情報については善良なる管理者の注意義務をもって維持管理し、

第三者に開示あるいは漏洩してはならない。 

受注者は、発注者より提供を受けた資料は、作業終了後はすみやかに返却しなけ

ればならず、また、第三者に開示あるいは漏洩してはならない。 

受注者は、発注者より提供を受けた情報・資料を、作業を遂行する上で第三者に開

示する必要がある場合は、発注者の承認を得なければならない 

 

ソ 特記事項 

受注者は、この契約による事務を処理するにあたり、別紙「緑政土木局における情

報取扱注意項目」及び「障害者差別解消に関する特記仕様書」を遵守しなければなら

ない。 
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タ 妨害又は不当要求に対する届出義務 

  受注者は、契約の履行に当たって、暴力団又は暴力団員等から妨害（不法な行

為等で、業務履行の障害となるものをいう。）又は不当要求（金銭の給付等一定

の行為を請求する権利若しくは正当な利益がないにもかかわらずこれを要求し、

又はその要求の方法、態様若しくは程度が社会的に正当なものと認められない

ものをいう。）を受けた場合は、発注者へ報告し、警察へ被害届を提出しなけれ

ばならない。 

  受注者が先に規定する妨害又は不当要求を受けたにもかかわらず、前項の報告

又は被害届の提出を行わなかった場合は、競争入札による契約又は随意契約

の相手方としない措置を講じることがある。 

 

チ 別途協議 

本仕様書に定めていない事項については、発注者と受注者で協議して別に定め

る。 

 

4 成果物 

( 1)  成果物一覧 

本業務の成果品として、以下の成果品を各提出期限までに納入すること。 

但し、パッケージソフトウェアが備える機能等に係る設計書等の取扱いについては、発注

者と協議を行うこと。 

項番 資料名 提出期限 備考 

1 管理システム及び公開

システムソフトウェア利

用権 

令和 8 年 2 月 27 日  

2 管理システム用端末及

び仕様書 

令和 8 年 2 月 27 日 管理システムをセットアップ

し、動作確認済みのもの。 

3 システム搭載用データ 令和 8 年 2 月 27 日  

4 プロジェクト計画書 契約締結後 1 か月以内 
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項番 資料名 提出期限 備考 

5 要件定義書 要件定義終了時  

6 基本設計書 基本設計終了時 
 

7 詳細設計書 詳細設計終了時 
 

8 カスタマイズ設計書 カスタマイズ設計終了時 
 

9 テスト仕様書・報告書 各種テスト計画作成時・

各種テスト終了後 

 

10 移行計画書・報告書 各種計画作成工程時 
 

11 運用保守マニュアル 令和 8 年 2 月 27 日 
 

12 情報システムの運用管

理に関する規程 

令和 8 年 2 月 27 日 
 

13 操作マニュアル 操作研修実施時  

14 議事録 各会議終了後 5 営業日 
 

 

( 2)  納品条件 

ア 納入期限 

  各成果物の納入期限は原則上記表のとおりとするが、具体的な提出期日は発注

者と協議の上、プロジェクト計画書にて定めるものとする。 

  なお、各成果物については、プロジェクト計画書における当該成果物の完成時

期までに、発注者から完成の承認を受けること。 

イ 設計図書等の文書類の受渡媒体、 部数 

電子媒体（ＣＤ－Ｒ又はＤＶＤ－Ｒ）で 2 部とする。 

ウ 納品場所 

緑政土木局路政部道路利活用課とする。 
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( 3)  検収条件 

前項に示した各成果物について納入期限までに必要量を揃えること。 

納品に際しては、納品リストを提出すること。また、受注者の社内において検査を実施し、

検査報告書を提出すること。 

 

第２  シス テム仕様 

1 管理シス テム 

( 1)  シス テム基本要件 

本業務では、発注者が保有する様々なデータを公開するための、管理システムを構築す

るものとする。また、正常に稼働させるために必要なデータ変換及び稼働のために必要な使

用権（第三者が有する権利を含む）の確保についても本業務に含むものとする。 

ア 機能要件 

管理システムで実現すべき機能要件については（別紙１）「管理システム機能要件一

覧」に記載のとおりとする。 

イ 基本要件 

本業務における管理システムの基本要件は下記のとおりとする。 

  システムはスタンドアロン方式で稼働すること。 

  ベースとなる背景地図は「国土地理院地図」等の設定を行うこと。 

  利用者にとって効率よくデータを作成できるようシステムはＥｘｃｅｌとの互換性があ

ること。システムの属性一覧からＥｘｃｅｌへのコピー＆ペーストに対応すると共にＥ

ｘｃｅｌから属性一覧へのコピー＆ペーストが行えること。 

  基準点等の新規登録・更新ができ公開システムに連携するデータを出力できるこ

と。 

  利用者がストレスなく操作ができるよう、レスポンス応答時間は単純処理において

は１秒以内、複数機能の呼び出しや画面遷移を伴うものについては３秒以内を

基本とし、大容量検索等においては、検索結果を分割して取得・表示する等、高

速化に努めること。 

  ＯＳはＷｉｎｄｏｗｓ１０以降のバージョンに対応すること。 

  ブラウザを利用する場合はＭｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｅｄｇｅ（必須）、Ｇｏｏｇｌｅ Ｃｈｒｏｍｅ（任意）

とし、最新バージョンに対応すること。 
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( 2)  シス テム搭載データ  

受注者は、システム用にデータ変換及びデータ作成を行い、移行計画を立案するものと

する。移行するデータは(別紙３)「搭載データ一覧表」に記載されたデータを基本とするが、

発注者と受注者の協議により詳細を決定するものとする。 

なお、データの移行にあたって疑義等が発生した場合、必要に応じて発注者と調整及び

確認を行うこと。 

( 3)  シス テム利用形態 

本業務においての利用形態は下記のとおりとする。 

  管理システムの運用に必要な端末は受注者が調達するものとする。なお、端末の調達

に係る経費は本業務の委託料に含むこととする。 

  調達する端末は訪問修理を含むメーカー純正の５年間保証延長を付与すること。 

  受注者は調達した端末に管理システムをセットアップするものとし、端末の仕様書を作

成するとともに成果品として提出するものとする。 

  利用に際して操作が容易で必要な情報を簡易に表示できる機能を有するものとする。 

  データの新規搭載や既存レイヤの更新において個別の作業が必要な場合は、個別ＧＩ

Ｓから職員等が出力したＳＨＡＰＥ形式のデータを、職員自身の操作で管理システムに

搭載できること。 

 

2 公開シス テム 

( 1)  シス テム基本要件 

本業務では、本市の行政サービス向上のため、住民向けの公開システムを構築するもの

とする。また、正常に稼働させるために必要な機器調達、設定、データ変換、及び稼働のた

めに必要な使用権（第三者が有する権利を含む）の確保についても本業務に含むものとす

る。 

ア 機能要件 

システムで実現すべき機能要件については（別紙２）「公開システム機能要件一覧」

に記載のとおりとする。 

イ モデル仕様書 

本業務は新しい地方経済・生活環境創生交付金（デジタル実装型 ＴＹＰＥ１／Ｖ）

に採択された事業として実施するため、国の定める（別紙４）「モデル仕様書（公開型ＧＩ
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Ｓ）機能要件」及び（別紙５）「モデル仕様書（公開型ＧＩＳ）非機能要件」の要件を満た

すものとする。 

 

ウ 基本要件 

本業務における公開システムの基本要件は下記のとおりとする。 

  システムはインターネットＡＳＰ方式で稼働すること。 

  利用者にとって、操作が簡便でわかりやすく、マニュアルに頼らなくても利用可能

なインターフェースとすること。 

  利用者がストレスなく操作ができるよう、レスポンス応答時間は単純処理において

は１秒以内、複数機能の呼び出しや画面遷移を伴うものについては３秒以内を

基本とし、大容量検索等においては、検索結果を分割して取得・表示する等、高

速化に努めること。 

  運用時間は、２４時間３６５日とする。（定期メンテナンス等の計画停止は除く。） 

  システムについては、プラグイン等の特別なソフトのダウンロードやＪａｖａアプレット

等の使用機種に制限を与えるようなものがないこと。 

  ＯＳは、Ｗｉｎｄｏｗｓ１１、Ａｎｄｒｏｉｄ、ｉＯＳ及びＭａｃＯＳに対応し、ブラウザはＭｉｃｒｏｓ

ｏｆｔ Ｅｄｇｅ、Ｇｏｏｇｌｅ Ｃｈｒｏｍｅ、Ｍｏｚｉｌｌａ ＦｉｒｅＦｏｘ及びＳａｆａｒｉ等、主要ブラウ

ザの最新バージョンで利用できること。 

  システムは市民や職員がインターネットを介してアクセスすることを想定する。 

  背景地図は別紙３で示したものとし、発注者が調達するものを除き、受注者の責

任において調達及び設定を行うこと。 

  既存レイヤの更新や修正に個別の作業が必要な場合は、管理システムから出力

したデータを、職員自身の操作で公開システムへ搭載できること。その際に管理

システムで設定したスタイル（アイコン形状や線の色、面の色）を維持したまま公

開できること。 

  別紙３で示した受注者が導入時に搭載するマップに加え、運用開始後に職員が

管理機能を利用し新たにマップを生成し公開できること。 

  庁内インターネット系業務端末を利用して一般公開されていないマップ（庁内の

み閲覧可能な地図）に対して、閲覧権限を付与された職員がマップを閲覧できる

こと。 
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( 2)  シス テム搭載データ  

受注者は、システム用にデータ変換及びデータ作成を行い、移行計画を立案するものと

する。移行するデータは(別紙３)に記載されたデータを基本とするが、発注者と受注者の協

議により詳細を決定するものとする。 

なお、データの移行にあたって疑義等が発生した場合、必要に応じて発注者と調整及び

確認を行うこと。 

 

( 3)  シス テム利用形態 

本業務においての利用形態は下記のとおりとする。 

  利用者の同時接続数は無制限であること。 

  管理権限者は１ライセンス以上、一般職員の登録者数は無制限とすること。 

  パソコンの他、スマートフォン、タブレットでの閲覧が可能であること。なお、ＯＳは、Ｗｉｎ

ｄｏｗｓ１１、ｉＯＳ及びＭａｃＯＳに対応し、ブラウザはＭｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｅｄｇｅ、Ｍｏｚｉｌｌａ ＦｉｒｅＦ

ｏｘ、Ｓａｆａｒｉ及びＧｏｏｇｌｅ Ｃｈｒｏｍｅ等、主要ブラウザの最新バージョンで利用できること。

利用に際して操作が容易で、必要な情報を簡易に表示できる機能を有するものとする。 

  特定のアプリケーションをダウンロードすることなくブラウザのみで動作すること。 

 

( 4)  データ センタ ー要件 

  I SMAP ク ラ ウ ド サービ ス リ ス ト に登載さ れている ク ラ ウ ド サービ ス である こ と 。 

  日本法が適用さ れ、 データ 保存場所が日本国内にある データ センタ ーと 国内に裁

判管轄権がある ク ラ ウ ド サービ ス を利用する こ と 。  

 

3 運用保守・ 管理 

本業務で構築するシステム及び搭載データについて、以下のとおり適切な運用保守・管

理を行うこと。なお、内容については現時点での想定であり、本業務を進める中で発注者と

受注者の協議により決定するものとする。 

( 1)  保守体制 

  問い合わせ対応及び障害対応について、電話（８：３０～１７：３０）及びメール（随時）に
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よる受付を行うこと。 

  稼働時間内の安定したシステム提供及び、システム設備監視を行うこと。 

  バックアップ機能を備えていること。障害発生時には迅速にデータ復旧が可能であり、

バックアップ先についてもセキュリティ対策を十分に講じること。 

  発注者からの連絡受理から状況把握、解決、事後報告を実施可能な体制を構築し、運

用保守体制を文書により明確にすること。 

  連絡の手段は対面、電話又は電子メール等とし、障害発生時には速やかにその原因を

報告し、復旧に努めること。 

 

( 2)  保守内容 

  運用保守業務の範囲は、利用するシステムのハードウェア・ソフトウェアとし、セキュリテ

ィに関する事項も含むこと。 

  公開システムのアクセスログを報告すること。（年１回以上） 

  受注者は本システムのバージョンアップに伴う情報提供を行うこと。 

  修正パッチ、セキュリティホール対策及びウイルス対策の日常管理を行うこととし、不正

アクセス対策を講じること。 

 



（ 委託用）  

令和 7 年 4 月 1 日 

「 緑政土木局における 情報取扱注意項目」  

 

 本契約を履行する 場合においては、 下記項目を遵守し なければなら ない。  

 

（ 基本事項）  

第１  本契約によ る 業務（ 以下「 本件業務」 と いう 。） の委託を 受けた者（ 以下「 受注者」 と いう 。） は、 本件業務を 履

行する に当たり 、 情報保護の重要性を 認識し 、 情報の適正な保護及び管理のために必要な措置を 講じ る と と も に、 個

人の権利利益を 侵害する こ と のないよ う にし なければなら ない。  

（ 関係法令等の遵守）  

第２  受注者は、 本件業務を 履行する に当たり 、 当該業務に係る 関係法令のほか、 名古屋市情報あんし ん条例（ 平成

16 年名古屋市条例第 41 号。 以下「 あんし ん条例」 と いう 。）、 個人情報の保護に関する 法律（ 平成 15 年法律第 57 号。

以下「 保護法」 と いう 。）、 名古屋市個人情報保護条例（ 令和 4 年名古屋市条例第 56 号。 以下「 保護条例」 と いう 。）

その他情報保護に係る 関係法令も 遵守し なければなら ない。  

（ 第三者への提供及び目的外使用の禁止）  

第３  受注者及び本件業務の履行に従事し ている 者又は従事し ていた者は、 当該業務に関し て知り 得た名古屋市（ 以

下「 発注者」 と いう 。） から 取得し た情報及び委託の趣旨に基づき 市民等から 取得し た情報（ こ れら を 加工し たも のを

含み、 委託の趣旨に基づき 発注者に提供さ れる 予定のも のに限る 。 以下「 取得情報」 と いう 。） を 正当な理由なく 第三

者に知ら せ、 又は当該業務の目的外に使用し てはなら ない。  

２  前項の規定は、 本契約の終了（ 本契約を 解除し た場合を 含む。 以下同じ 。） 後においても 同様と する 。  

（ 機密情報の授受）  

第４  機密情報（ 名古屋市情報あんし ん条例施行細則（ 平成 16 年名古屋市規則第 50 号） 第 28 条第 1 項第 1 号に規定

する 機密情報を いう 。 以下同じ 。） 並びに機密情報が記録さ れた資料及び成果物（ 発注者の指示又は許可を 受けてこ れ

ら を 複写し 、 又は複製し たも のを 含む。 以下同じ 。） の授受は、 発注者における 監督員、 検査員又は契約担当職員であ

る 職員と 、 受注者における 本件業務の履行に従事する 職員と の間において行う も のと する 。  

２  前項の発注者において情報の授受を 行う 職員には、 必要があ る と 認める 場合においては、 道路監理員等発注者に

おいて本件業務の対象と なる 財産の管理権限を 行使する 職員を 含める も のと する 。  

（ 機密情報の保管・ 搬送時の注意・ 義務等）  

第５  受注者は、 機密情報が記録さ れた資料及び成果物の保管及び搬送に当たっ ては、 当該情報が漏えい、 滅失又は

き 損さ れないよ う 、 必要な措置を 講じ なければなら ない。  

（ 個人情報の取扱いに関する 特則）  

第６  受注者は、本件業務を 履行する ために、個人情報（ 保護法第 2 条第 1 項に規定する 個人情報を いう 。以下同じ 。）

を 収集する と き は、当該業務を 履行する ために必要な範囲内で、適法かつ公正な手段によ り 収集し なければなら ない。  

２  受注者は、 取得情報に含ま れる 個人情報については、 何人にも 開示し てはなら ない。  

（ 機密情報の複写及び複製の禁止）  

第７  受注者は、 発注者から 指示又は許可さ れた場合を 除き 、 機密情報が記録さ れた資料及び成果物を 複写し 、 又は

複製し てはなら ない。  

２  以下の場合においては、 原則と し て第 1 項の許可があっ たも のと みなす。  

( 1)  本件業務の履行に際し 、 その履行に従事する 職員の使用に供する ために複写、 複製する 場合 

( 2)  第 8 第 1 項によ る 承認を 得て本件業務の一部を 第三者に委託する ために、 当該業務に必要な部分を 複写、 複製

する 場合。  

（ 再委託の禁止又は制限）  

第８  受注者は、 発注者の承認を 得る こ と なく 、 本件業務に機密情報を 含むこ と と なる 事務（ 以下「 機密情報取扱事

務」 と いう 。） を 第三者に委託し てはなら ない。  

２  受注者は、 本件業務のう ち機密情報取扱事務の一部を 第三者に委託する 必要がある 場合においては、 情報の保護

及び管理について適切な業者を 選定し なければなら ない。  

３  機密情報取扱事務の一部を 第三者へ委託する 場合は、 再委託申請書を 提出し 承諾書が交付さ れた場合のみ認めら

れる 。  

４  受注者は、 承認を 得て本件業務を 第三者に委託する 場合は、 情報の取扱いに関し 、 本契約において受注者が課せ

ら れている 事項と 同一の事項を 当該第三者に遵守さ せなければなら ない。  

５  受注者は、 原則と し て機密情報取扱事務を 委託し た第三者から さ ら にほかの第三者に委託（ 再々委託） さ せては

（ 別紙）



なら ない。  

（ 報告等）  

第９  受注者は、 発注者が取得情報の保護のために実地調査を する 必要がある と 認めたと き は、 こ れを 拒んではなら

ない。 ま た、 発注者が取得情報の保護について報告を 求めたと き は、 こ れに応じ なければなら ない。  

２  受注者は、 こ の情報取扱注意項目に違反し たこ と によ り 取得情報の漏えい、 滅失又は改ざ ん等の事故が生じ 、 又

は生ずる おそれがある こ と を 知っ たと き は、 直ちに発注者に報告し 、 発注者の指示に従わなければなら ない。  

（ 機密情報の返却及び処分）  

第 10 受注者は、 機密情報が記録さ れた資料のう ち発注者から 取得し たも のを 取り 扱う 必要がなく なっ たと き は、 そ

の都度速やかに発注者に返却し なければなら ない。 ただし 、 発注者の承認があっ た場合はこ の限り ではない。  

２  受注者は、 前項に規定する 場合を 除き 、 機密情報が記録さ れた資料のう ち発注者に返却する 資料以外のも のを 取

り 扱う 必要がなく なっ たと き は、 その都度速やかに切断、 溶解、 消磁その他の復元不可能な方法によ っ て処分し なけ

ればなら ない。 ただし 、 発注者の承認があっ た場合はこ の限り ではない。  

３  業務の履行に関する 諸要綱等に基づき 、 竣工後一定期間本件業務に係る 資料を 受注者において保管する こ と と さ

れている 場合においては、 それら のう ち機密情報が記録さ れた資料について、 第 1 項の承認があっ たも のと みなす。

その場合、 当該保管期間の終了後においては、 受注者は第 2 項に定める 方法によ り 、 速やかにこ れを 処分し なければ

なら ない。  

（ 従事者の教育）  

第 11 受注者は、 本件業務の履行に従事し ている 者に対し 、 あんし ん条例、 保護法、 保護条例その他情報保護に係る

関係法令を 周知する など 、 情報の保護に関し 十分な教育を 行わなければなら ない。  

２  受注者は、 本件業務に個人情報を 取り 扱う 事務が含ま れている 場合においては、 当該事務に従事し ている 者（ 再

委託等を 受けた者の従事者を 含む。） に対し 、 保護法（ 受注者が、 市会に係る 個人情報の取扱いの委託を 受けた者の場

合は、 保護条例） 及びあんし ん条例に規定さ れた罰則の内容を 周知し なければなら ない。  

３  受注者は、 情報の取扱いに関する マニュ アルを 作成し 、 本件業務の履行に従事し ている 者に対し 、 その内容並び

に守秘義務に関する 事項及び情報の目的外利用の禁止又は制限に関する 事項を 周知し なければなら ない。  

４  発注者は、 受注者における 情報の取扱いの責任者並びに本件業務の従事者の管理体制及び実施体制について、 個

人情報を 取り 扱う 場合など 必要に応じ て書面で確認する こ と ができ る 。  

（ 契約解除及び損害賠償等）  

第 12 発注者は、 受注者が情報取扱注意項目に違反し ている と 認めたと き は、 次の各号に掲げる 措置を 講じ る こ と が

でき る 。  

( 1)  本契約を 解除する こ と 。  

( 2)  損害賠償を 請求する こ と 。  

( 3)  取得情報が漏えいし 、 市民の権利が害さ れる おそれがある と 認める と き は、 あんし ん条例第 34 条第 1 項の規

定に基づき 勧告し 、 その勧告に従わなかっ たと き は、 同条第 2 項の規定に基づき その旨を 公表する こ と 。  

２  前項第 2 号及び第 3 号の規定は、 本契約の終了後においても 適用する も のと する 。  

（ 特定個人情報に関する 特則）  

第 13 受注者は、 本件業務に特定個人情報（ 行政手続における 特定の個人を 識別する ための番号の利用等に関する 法

律（ 平成 25 年法律第 27 号。 以下「 番号利用法」 と いう 。） 第 2 条第 9 項に規定する 特定個人情報を いう 。以下同じ 。）

を 取り 扱う 事務が含ま れている 場合においては、 あ ら かじ め発注者の承認を 得た場合を 除き 、 当該業務の履行場所又

は事務の履行場所から 特定個人情報を 持ち出し てはなら ない。  

２  受注者は、 本件業務において特定個人情報を 取り 扱う 者を 明確にし なければなら ない。 なお、 発注者から 求めが

ある と き は、 特定個人情報を 取り 扱う 者について速やかに報告し なければなら ない。  

３  受注者は、 本件業務において特定個人情報を 取り 扱う 者に対し 、 番号利用法その他特定個人情報の保護に係る 関

係法令を 周知する など 特定個人情報の保護に関し 十分な教育を 行う と と も に、 特定個人情報の取扱いについて監督し

なければなら ない。  

４  受注者は、 前 3 項に規定する 事項のほか、 番号利用法第 2 条第 12 項に規定する 個人番号利用事務実施者と し て

の義務を 果たさ なければなら ない。 ただし 、 本件業務に個人番号関係事務が含ま れている 場合においては、「 第 2 条第

12 項に規定する 個人番号利用事務実施者」 を「 第 2 条第 13 項に規定する 個人番号関係事務実施者」 と 読み替える も の

と する 。  



（ 委託用）  

令和６ 年４ 月１ 日 

 

障害者差別解消に関する 特記仕様書 

 

 

 （ 対応要領に沿った対応）  

第 1 条 こ の契約によ る 業務（ 以下「 本件業務」 と いう 。） の委託を受けた者（ 以

下「 受注者」 と いう 。） は、 本件業務を 履行する に当たり 、 障害を理由と する

差別の解消の推進に関する 法律（ 平成 25 年法律第 65 号。以下「 法」と いう 。）、

愛知県障害者差別解消推進条例（ 平成 27 年愛知県条例第 56 号） 及び名古屋

市障害のある 人も ない人も 共に生き る ための障害者差別解消推進条例（ 平成

30 年名古屋市条例第 61 号） に定める も ののほか、 障害を 理由と する 差別の解

消の推進に関する 名古屋市職員対応要領（ 平成 28 年 1 月策定。 以下「 対応要

領」 と いう 。） に準じ て、 不当な差別的取扱いの禁止、 合理的配慮の提供その

他障害者に対する 適切な対応を 行う も のと する 。  

 2 前項に規定する 適切な対応を 行う に当たっ ては、 対応要領にて示さ れてい

る 障害種別の特性について十分に留意する も のと する 。  

 

 （ 対応指針に沿った対応）  

第 2 条 前条に定める も ののほか、受注者は、本件業務を履行する に当たり 、 本

件業務に係る 対応指針（ 法第 11 条の規定によ り 主務大臣が定める 指針をいう 。）

に則り 、 障害者に対し て適切な対応を 行う よ う 努めなければなら ない。  

 

（ 再委託に係る 対応）  

第 3 条 受注者は、 本件業務を第三者に委託する 場合は、 障害者差別解消に係

る 対応に関し 、 こ の契約において受注者が課せら れている 事項と 同一の事項

を 当該第三者に遵守さ せなければなら ない。  

（ 別紙）



（ 別紙１ ）

管理シス テム機能要件一覧

№ 要件

1 高速描画 表示済み地図領域をキャ ッ シュ し 地図を高速に表示する こ と 。

2 表示操作 拡大・ 縮小機能 縮尺指定 指定し た縮尺で地図表示ができ る こ と 。

3 拡大・ 縮小
地図の拡大と 縮小ができ る こ と 。 マウ ス ホイールを利用して連続的に拡大・ 縮小ができ る

こ と 。

4 指定範囲拡大 任意の範囲を指定して、 地図を拡大表示でき る こ と 。

5 パンニン グ移動
マウ ス を使って地図を自由に移動でき る こ と 。 マウ ス のド ラ ッ グ操作によ り 、 地図をつか

んだよ う にして表示範囲を移動でき る こ と 。

6 全方向移動
マウ ス を任意方向にド ラ ッ グする こ と で全方向に地図をシームレ ス （ 途切れる こ と なく ）

高速移動でき る こ と 。

7 全域表示 地図ま たはレ イ ヤの全体領域表示ができ る こ と 。

8 地図の回転
角度指定によ る 地図の

回転
回転角度を入力して地図を任意の角度で回転でき る こ と 。

9
マウ ス 指定によ る 地図

の回転
マウ ス を操作する こ と で地図の角度を回転でき る こ と 。

10 地図移動 地図表示角度を変更し た状態で地図移動ができ る こ と 。

11 ク リ ッ ク し た地点を中心と し た範囲に地図表示を移動でき る こ と 。

12 表示切替 レ イ ヤON／OFF 任意のレ イ ヤの表示をON／OFFでき る こ と 。

13
レ イ ヤをフ ォ ルダにま と める 機能を持ち、 フォ ルダに格納さ れたレ イ ヤすべてをま と めて

表示・ 非表示の切り 替えが行える こ と 。

14 レ イ ヤのON／OFF設定を保存でき る こ と 。

15 レ イ ヤの並び順の変更 レ イ ヤの並び順（ 優先表示順位） を任意に変更でき る こ と 。

16 地図表示地物（ 地図レ イ ヤ内の構成要素（ 道路や家屋等） ） をON／OFFでき る こ と 。

17
レ イ ヤをフ ォ ルダにま と める 機能を持ち、 フォ ルダに格納さ れたレ イ ヤすべてをま と めて

表示・ 非表示の切り 替えが行える こ と 。

18 地物のON／OFF設定を保存でき る こ と 。

19 地図移動 地図の中心位置を緯度経度を指定して移動でき る こ と 。

20 地図の中心位置を住所を指定して移動でき る こ と 。

21 表示補助機能
操作前の表示範囲に戻ったり 、 ま たも う 一度、 操作後の表示範囲に進んだり ができ る こ

と 。

№ 要件

1 2画面表示 2画面地図表示 2画面表示 地図を2画面表示でき る こ と 。 ま た簡単な操作で元の1画面の状態に戻せる こ と 。

2 2画面同期
左右の2画面はド ラ ッ グ移動、 定率拡大・ 縮小、 連続ズーム時にス ムーズに同一の動作がで

き る こ と 。 ま た、 2画面を 跨いだド ラ ッ グ移動操作ができ る こ と 。

3 2画面同期 画面の表示位置は同期/非同期が切り 替えら れる こ と 。

4 2画面地図指定 2画面目に表示する 地図は指定でき る こ と 。

5 位置表示 地図の中心位置の住所を表示でき る こ と 。

6 地図画面 方位シンボル 地図画面上に方位シンボルの表示・ 非表示を設定でき る こ と 。

7 ス ケールバー 地図画面上にス ケールバーの表示・ 非表示を設定でき る こ と 。

8 中心マーク 地図画面上に中心マーク の表示・ 非表示を設定でき る こ と 。

9 索引図 索引図表示 索引図を表示でき る こ と 。

10 メ イ ン画面と の同期 索引図に主地図画面の表示位置を表示する こ と 。

11 地図移動 索引図を ク リ ッ ク する と 、 ク リ ッ ク し た地点に主地図が移動する こ と 。

12 アンチエイ リ アス 対応 ベク ト ル地図はアンチエイ リ アス によ る き れいな描画表示ができ る こ と 。

13 シス テムカラ ー テーマ変更 シス テムのイ ンタ ーフェ ース のテーマ(カラ ー） を 変更でき る こ と 。

№ 要件

1 背景レ イ ヤ 背景レ イ ヤ（ 地形図、 航空写真データ 等） の追加、 解除ができ る こ と 。

2 業務レ イ ヤ 業務レ イ ヤ(基準点、 認定路線等） の追加、 解除ができ る こ と 。

3 マイ レ イ ヤ 自由作図を行う ためのレ イ ヤを新たに追加でき る こ と 。

4 追加し たレ イ ヤの名称変更ができ る こ と 。

5 追加し たレ イ ヤは保存ができ る こ と 。

6 レ イ ヤ間のコ ピー/貼り 付け レ イ ヤ上の図形をすべてク リ ッ プボード へコ ピーでき る こ と 。

7 コ ピーし たレ イ ヤ上の図形を別レ イ ヤへ貼り 付ける こ と ができ る こ と 。

8 レ イ ヤの検索 登録さ れている レ イ ヤの検索ができ 、 読み込み対象のレ イ ヤを迅速に探し 出せる こ と 。

9 レ イ ヤの名称や属性情報から レ イ ヤをあいま い検索し 、 一覧に表示でき る こ と 。

10 レ イ ヤ表示範囲（ 表示縮尺） 設定 レ イ ヤごと に、 地図の表示縮尺（ 表示範囲） を設定でき る こ と 。

11 表示設定

データ 種別を示すシンボルマーク の大き さ をレ イ ヤ単位で任意に変更でき る こ と 。 （ シン

ボルマーク を配置している レ イ ヤに「 優先ス タ イ ル」 の設定を行い、 大き さ を変更す

る 。 ）
12 文字情報は、 レ イ ヤ単位でフォ ント サイ ズ、 色等を指定でき る こ と 。

13 ラ ス タ 地図と ベク ト ル地図を重ね合わせて表示でき る こ と 。

14
レ イ ヤを重ねあわせて表示し た場合に、 レ イ ヤの透過度を 指定して透過表示でき る こ と 。

ラ ス タ データ 、 ベク タ データ 共に透過度の設定が行える こ と 。

15 指定し たレ イ ヤをグレ ース ケールで表示でき る こ と 。

複数レ イ ヤ表示

文字のフ ォ ント サイ ズ、 色変更

マイ レ イ ヤ追加

マイ レ イ ヤ名の変更

地図の種類

透過度設定

項目

グレ ース ケール表示

追加／解除

シン ボルマーク 変更

（ ア） 地図表示機能

項目

緯度経度指定

住所文字指定

中心住所表示

（ ウ ） レ イ ヤの読み込み、 新規作成

キャ ッ シュ 機能

地物ON／OFF

追加／解除

装飾機能

マイ レ イ ヤの保存

中心表示

（ イ ） 画面表示

項目

1



№ 要件

1 属性表示機能 選択し た図形の属性データ を個票形式で表示でき る こ と 。

2
図形にマウ ス を近づける だけで属性を「 チッ プ表示」 でき る こ と 。 チッ プ表示する 属性は

レ イ ヤ単位でユーザが任意設定でき る こ と 。

3 属性データ 参照用のウ イ ンド ウ は地図上で移動さ せる こ と ができ る こ と 。

4 地図上でユーザーが選択し た任意の地点の属性情報を 、 串刺しで検索でき る こ と 。

5 属性一覧表示 属性情報は一覧表形式（ Excelのよ う な表形式） で表示でき る こ と 。

6 レ イ ヤに格納さ れた図形の属性一覧を確認でき る と 共に図形の数を確認ができ る こ と 。

7
一覧で属性を基にソ ート でき 、 かつ一度に表示でき る レ コ ード 数に制限はなく 、 ページ切

り 替えせず全件をス ク ロ ール表示でき る こ と 。

8 関連フ ァ イ ル表示 図形に添付さ れた画像フ ァ イ ル、 文書フ ァ イ ル、 PDFフ ァ イ ル等の参照ができ る こ と 。

№ 要件

1 地図検索 住所を選択して該当する 住所を画面の中心に表示でき る こ と 。

2 地番検索を行い、 該当する 地番住所を画面の中心に表示でき る こ と 。

3 GIS上の全てのデータ (レ イ ヤ上） から 指定し た文字を検索でき る こ と 。

4 指定し た目標物をキーワ ード （ 学校名等） によ り 検索でき る こ と 。

5 緯度経度を指定して位置が検索でき る こ と 。

6 絞り 込み検索 指定し たレ イ ヤに対しての属性条件を指定し 図形の検索ができ る こ と 。

7 レ イ ヤに対して定義さ れている すべての項目に対して絞り 込み検索を行える こ と 。

8

項目内容が文字型の場合は名称部分一致・ 前方一致・ 後方一致・ 完全一致、 日時の場合は

日時指定の後「 以前」 「 以降」 を指定、 数値の場合は「 以上」 「 以下」 を条件と して指定

でき る こ と 。
9 「 and」 （ かつ） 「 or」 （ ま たは） を条件と して選択でき る こ と 。

10 検索結果
検索結果の一覧から 選択し た属性情報に対応する 図形データ を地図の中心に表示でき る こ

と 。

11
レ イ ヤに格納さ れている 図形に対して、 属性によ り 検索を行った場合、 その検索結果と 一

致する 図形データ のみ画面に絞り 込み表示でき る こ と 。

12
レ イ ヤに格納さ れている 図形に対して、 属性によ り 検索を行った場合、 その検索結果と 一

致する 図形データ のみ画面に絞り 込み設定後、 解除が行える こ と 。

13 検索結果の一覧表示をCSVフ ァ イ ルに出力でき る こ と 。

№ 要件

1 図形新規作成 任意のレ イ ヤに図形を作図でき る こ と 。

2 点（ シンボル） 、 線（ ラ イ ン） 、 面（ ポリ ゴン） 、 文字（ テキス ト ） が作図でき る こ と 。

3 線（ ラ イ ン） 地図上の複数の点をク リ ッ ク してラ イ ンを作図でき る こ と 。

4 作図済みの線種（ 線の太さ 、 実線・ 点線・ 破線、 色） を変更でき る こ と

5 既存の線（ 頂点） を自動的に認識し 、 ト レ ース して新たな線を作図でき る こ と 。

6 始点・ 終点を指定し 、 終点に矢印が表示さ れる ラ イ ン を作図でき る こ と 。

7 始点・ 終点を指定し 、 両端に矢印が表示さ れる ラ イ ン を作図でき る こ と 。

8 地図上の複数の地点をク リ ッ ク し 、 多角形を作図でき る こ と 。

9
多角形の他に「 四角形、 円（ 半径ｍ指定・ ２ 点指定） 、 扇形」 の面図形を作図でき る こ

と 。

10
作図済みの図形の周囲線種（ 線の太さ 、 実線・ 点線・ 破線、 色） 及び塗り つぶし の変更

（ 色、 ハッ チング、 透過・ 不透過） を変更でき る こ と

11 地図上にテキス ト を作図でき る こ と 。

12 作図済みのテキス ト の文字、 色、 サイ ズを 変更でき る こ と 。

13 地図上にシンボルを作図でき る こ と 。

14 作図済みの点（ シンボル） のシンボルマーク を変更でき る こ と

15
地図上に表記する シンボルマーク の追加、 削除ができ る こ と 。 シンボルは画像フ ァ イ ルか

ら 登録でき る 。

16 作図補助機能
図形の編集作業中であっても 、 地図の拡大・ 縮小機能や移動ボタ ン によ る 画面のス ク ロ ー

ルが自在にでき る こ と 。

17

ラ イ ンやポリ ゴンデータ は、 頂点をマウ ス で順番に指定して作図を行う が、 図形の編集作

業中であっても 、 キーボード のBackSpaseキー等によ り 前の頂点に「 一つ戻る 」 に対応

し 、 効率の良い作図が行える こ と 。

18
直前に行った作図操作を取り 消して元に戻すこ と ができ たり 、 取り 消し た操作をも う 一度

やり 直すこ と ができ る Undo／Redo機能を有する こ と 。

№ 要件

1 図形編集 作図済みの図形を削除でき る こ と 。

2 選択図形の拡大・ 縮小ができ る こ と 。

3 作図済みの図形を移動でき る こ と 。

4 選択し た図形の頂点の移動、 追加、 削除ができ る こ と 。

5 選択し た図形のシンボルマーク を変更でき る こ と 。

6 選択し た図形が回転でき る こ と 。

座標検索機能

シン ボルマーク の登録

削除

ラ イ ン色の設定

ト レ ース 作図

片矢印

（ オ） 検索機能

項目

テキス ト 色の設定

両矢印

シン ボルマーク の設定

絞り 込み表示

面（ ポリ ゴン）

一覧表示

図形数の確認

テキス ト 作図

作図中の地図移動

シン ボル作図

（ キ） 図形編集機能

項目

CSVファ イ ル出力

ラ イ ン作図

（ カ） 作図機能

項目

目標物検索

表示の移動

作図種類

ポリ ゴン色の設定

検索条件

絞り 込み解除

レ イ ヤ指定

作図種類

ポリ ゴン作図

中心表示

Undo／Redo

シン ボルマーク 変更

文字(テキス ト ）

点(シンボル）

作図中のやり 直し

図形

移動

頂点編集

回転

住所検索

検索項目対象

（ エ） 属性表示

項目

属性表示

串刺し 表示

全文検索

一覧のソ ート 機能

地番検索

チッ プ表示
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7 中抜けポリ ゴンの作図、 削除（ 穴開け、 穴閉じ ） が簡単な操作で行える こ と 。

8 線、 面の分割及び結合が簡単な操作で行える こ と 。

9
作図し た中心線から 指定し た距離の領域（ バッ フ ァ エリ ア） を作成でき る こ と 。 角端・ 丸

端の両方に対応する こ と 。

10 作図補助

図形はベク タ ーデータ と して扱える こ と と し 、 マウ ス カーソ ルの位置付近にある 図形

（ 線、 面、 テキス ト 、 シンボル） 及び頂点を自動で認識し 、 正確に図形上の位置を指定で

き る こ と 。 こ れによ り 図形の編集作業中に、 既存図形の頂点やラ イ ン 上に吸着し た作図操

作ができ る こ と 。

11
既存図形に隣接する ポリ ゴンを容易に作図でき る こ と 。 自動的に既存図形の頂点を認識

し 、 指定し た2点の間に存在する 複数の頂点を自動ト レ ース でき る こ と 。

12 空間検索
指定し たレ イ ヤ図形と 他レ イ ヤの図形を空間的な条件で検索し 、 検索結果を属性情報と し

て保存でき る こ と 。

13 空間検索種類
指定し たレ イ ヤ内（ ポリ ゴンレ イ ヤ） の図形に対して、 重なり の合う 他レ イ ヤのポイ ント

図形の数を取得でき る こ と 。

14
指定し たレ イ ヤ内（ ポリ ゴンレ イ ヤ） の図形に対して、 重なり の合う 他レ イ ヤ（ ポイ ント

レ イ ヤ） の数値属性の合計を取得でき る こ と 。

15
指定し たレ イ ヤ内（ ポイ ント レ イ ヤ） の図形に対して、 重なり の合う 他レ イ ヤ(ポリ ゴン図

形） の属性値を取得でき る こ と 。

№ 要件

1 主題図機能 ラ ベル主題図 属性情報の値を地図上にラ ベル表示でき る こ と 。

2
ラ ベル主題図（ 高度設

定）

属性情報の値を地図上にラ ベル表示し た際に、 ポリ ゴンデータ （ 面情報） の領域内に文字

が収ま る よ う 文字位置を自動で調整する 機能を有する こ と 。

3 個別値主題図 属性情報の値で地図上の図形色分けやシンボル表示ができ る こ と 。

4 円・ 棒グラ フ 主題図 属性情報の値で地図上に円グラ フ や棒グラ フを 表示でき る こ と 。

5 ク ロ ス レ ンジ主題図 ２ つの属性情報の値から 相関的な色分け表示ができ る こ と 。

6 凡例表示機能 地図の凡例を表示でき 、 表示、 非表示の切り 替えができ る こ と 。

№ 要件

1 計測機能 距離計測 地図上で指定し た多点間の距離を計測でき る こ と 。

2 緯度経度計測 指定し た位置の緯度経度を表示でき る こ と 。

3 面積計測 地図上で指定し た多角形の面積を計測でき る こ と 。

4 選択図形計測 選択し た図形の面積及び周長 を 計測でき る こ と 。

5 計測補助 距離や面積計測中に、 １ 点前の点に入力状態で戻る こ と ができ る こ と 。

6 計測結果 計測結果が表示さ れている 状態で、 印刷や地図の画像を保存でき る こ と 。

№ 要件

1 印刷機能 レ イ アウ ト 印刷 表示中の地図を印刷でき る こ と 。

2 地図の縮尺を指定して印刷でき る こ と 。

3 プレ ビュ ー プレ ビュ ー画面で事前に印刷内容の確認ができ る こ と 。

4
印刷設定画面内ま たはプレ ビュ ー画面内で、 位置の微調整や縮尺の変更、 レ イ ヤのＯ Ｎ /Ｏ

Ｆ Ｆ 切替え等ができ る こ と 。

5 印刷プレ ビュ ー上で印刷余白を確認し ながら 印刷する 地図領域を 変更でき る こ と 。

6
印刷レ イ アウ ト 上では、 余白の設定、 名称（ タ イ ト ル） 、 方位マーク 、 ス ケールバーの配

置、 凡例の配置、 任意のピク チャ を配置でき る こ と 。

7
印刷プレ ビュ ー画面上で印刷範囲の変更がマウ ス の操作（ 拡大・ 縮小・ ス ク ロ ール） やス

ケール指定によ り 印刷ス ケールの変更ができ る こ と 。

8
自由に変更、 設定し た印刷レ イ アウ ト は名前をつけて保存ができ 繰り 返し 利用でき る こ

と 。

9 大判印刷 大判プリ ンタ （ Ａ ０ サイ ズま で対応） によ る 印刷ができ る こ と 。

10 分割印刷 表示中の地図を指定さ れた分割数で、 分割してPDFファ イ ルに出力でき る こ と 。

11 「 印刷用紙サイ ズ」 「 縮尺」 を指定する こ と で最適な自動分割を行える こ と

12 分割印刷プレ ビュ ー上で指定し た範囲の内、 図郭ごと に印刷の有無を選択でき る こ と 。

13 回転印刷 地図を任意の角度に回転さ せて印刷でき る こ と 。

14 出力機能 ク リ ッ プボード コ ピー
現在表示している 範囲、 ま たはマウ ス で指定し た範囲をク リ ッ プボード にコ ピーでき る こ

と 。

15 SHAPEフ ァ イ ル出力 レ イ ヤデータ をSHAPEフ ァ イ ルに出力でき る こ と 。

16 DXFフ ァ イ ル出力 レ イ ヤデータ をDXFファ イ ルに出力でき る こ と 。

17 KMLフ ァ イ ル出力 レ イ ヤデータ をKMLフ ァ イ ルに出力でき る こ と 。

18 CSVフ ァ イ ル出力 レ イ ヤの属性データ をCSVフ ァ イ ルに出力でき る こ と 。

19 現在表示している 範囲をJPG、 BMP、 PNG、 GIF形式で画像と して出力でき る こ と 。

20 マウ ス で指定し た範囲をJPG、 BMP、 PNG、 GIF形式で画像と して出力でき る こ と 。

（ ク ） 主題図・ 分析機能

項目

（ ケ） 計測・ 経路検索機能

属性取得

面（ ポリ ゴン）

編集 分割、 結合

バッ ファ

ス ナッ プ機能

中抜けポリ ゴン

項目

（ コ ） 印刷・ 出力機能

項目

図形ト レ ース 機能

ポイ ント 集計(カウ ント ）

ポイ ント 集計(合計）

地図画像出力
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№ 要件

1 地番マッ チング ポイ ント 生成

建物のない場所等、 地番マッ チング有効的に利用する ため、 地番付き のCSV、 Microsoft

Excel形式等のフ ァ イ ルデータ を地番住所列によ り 一括登録でき る こ と 。 地番マッ チング

（ 地番文字列から 座標データ を付与さ せる 。 ） を行い図形データ （ ポイ ント データ ） を地

図上にド ラ ッ グ＆ド ロ ッ プで一括登録でき る こ と 。

2 マッ チング精度 アド レ ス マッ チング精度（ 字レ ベル、 番地レ ベル等） の確認ができ る こ と 。

3 ゆら ぎ対応
文字のゆら ぎ（ 全角、 半角、 漢数字等の別、 区切り 文字「 －（ ハイ フ ン） 」 、 「 の」 、

「 ノ 」 等） に対応する こ と

4 住所マッ チング ポイ ント 生成

住所名称付き のCSV、 Microsoft Excel形式のフ ァ イ ルデータ を 住所列を判別し 一括登録

でき る こ と 。 アド レ ス マッ チン グ（ 住所文字列から 座標データ を 付与さ せる 。 ） を行い図

形データ （ ポイ ント データ ） を地図上に一括登録でき る こ と 。

5 属性項目の登録 CSVフ ァ イ ル内の住所名称以外の属性項目を同時に登録でき る こ と 。

6 マッ チング精度
アド レ ス マッ チング精度（ 大字レ ベル、 小字レ ベル、 番地レ ベル等） の確認ができ る こ

と 。

7 ゆら ぎ対応
文字のゆら ぎ（ 全角、 半角、 漢数字等の別、 区切り 文字「 －（ ハイ フ ン） 」 、 「 の」 、

「 ノ 」 等） に対応する こ と

8
緯度経度プ ロ ッ

ト
ポイ ント 生成

座標値付き のCSVフ ァ イ ルデータ を 登録でき る こ と 。 座標は日本測地系（ Tokyo Datum 及

びJGD2000） 、 世界測地系（ WGS84） 、 平面直角座標系（ 新・ 旧測地系） に対応する こ

と 。

9 属性項目の登録 CSVフ ァ イ ル内の緯度経度以外の属性項目を同時に登録でき る こ と 。

10 プロ ッ ト さ れたデータ の削除や編集が行える こ と 。

11 ファ イ ル取込
EXIF取込 位置情報（ GPS情報） を持ったEXIF画像フ ァ イ ル（ JPEGファ イ ル） の写真を 緯度経度の位

置に取り 込める こ と 。 ド ラ ッ グ＆ド ロ ッ プによ る 取り 込みを可能と する 。

12 SHAPEフ ァ イ ル取込 SHAPEフ ァ イ ルをイ ンポート でき る こ と 。

13 DXFフ ァ イ ル取込 DXFフ ァ イ ルをイ ンポート でき る こ と 。

14 KMLフ ァ イ ル取込 KMLフ ァ イ ルをイ ンポート でき る こ と 。

15 CSVファ イ ル取込 座標付CSVフ ァ イ ルをイ ンポート でき る こ と 。

16
公開型GIS用デー

タ 出力

取り 込んだSHAPEフ ァ イ ル対し てポリ ゴンの色、 ラ イ ンの色や太さ 等見栄えを設定でき る

こ と 。 設定し た見栄えを維持し たま ま 公開型用データ を出力でき る こ と 。

17
CSV形式やSHAPE形式で取り 込んだポイ ント のアイ コ ンを 設定でき る こ と 。 設定し た見栄

えを維持し たま ま 公開型用データ を出力でき る こ と 。

18
アイ コ ン(ポイ ント に適用する シンボル形状） はユーザが準備し た画像データ をも と にシス

テム利用者が自由に設定でき る こ と 。

19
取り 込んだSHAPEファ イ ルの属性を変更し （ 非公開の設定を行う 等） 属性を絞り 込んだ状

態で公開型用データ を出力でき る こ と 。

20
取り 込んだCSVフ ァ イ ルの属性を 変更し （ 非公開の設定を 行う 等） 属性を 絞り 込んだ状態

で公開型用データ を出力でき る こ と 。

№ 要件

1 属性編集 属性情報(値） の登録、 編集、 削除ができ る こ と 。

2
添付フ ァ イ ルと して、 画像フ ァ イ ル、 文書フ ァ イ ル、 PDF フ ァ イ ル等の複数のフ ァ イ ルを

登録でき る こ と 。

3 テキス ト 型の属性項目の値はキーボード 入力ができ る こ と 。

4 レ イ ヤの属性がエク セルのよ う な一覧表形式から 個別の属性を選択し 編集ができ る こ と 。

5
同一レ イ ヤのすべての図形に対して特定列（ 項目） を選択し 、 同じ 値を一括入力でき る こ

と 。

6
登録している 図形の属性一覧を一旦CSVで編集後、 イ ンポート する こ と によ って属性デー

タ の一括更新ができ る こ と 。

7
図形に付与さ れたユニーク キー（ 一意の番号） をも と に外部フ ァ イ ル（ CSV等） の図形情

報を一括で登録でき る こ と 。

8 項目管理 整数型、 長 整数型、 浮動小数点型、 文字列型、 日付型、 URL型の情報を登録でき る こ と 。

9 属性項目の表示順を自由に入替え(並び替え） でき る こ と 。

10 属性項目の登録と 削除ができ る こ と 。 なお、 属性項目数の制限は無制限と する 。

11 一覧上で選択し た項目を一時的に非表示にでき る こ と 。

見栄えの設定

属性の設定

項目編集

データ イ ンポー

ト 機能

属性編集

項目

項目の新規登録

一覧画面での編集

（ サ） プロ ッ ト 機能

項目

（ シ） メ ンテナンス 機能

プロ ッ ト の編集
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（ 別紙２ ）

公開シス テム機能要件一覧

№ 要件

1 画面構成 基本画面表示
ス マート フ ォ ン等、 閲覧に使用する デバイ ス に応じ て適切なレ イ アウ ト で画面が表示でき る こ

と 。

2 高速描画 表示済み地図領域をキャ ッ シュ し 地図を 高速に表示する こ と 。

3 ト ッ プページ 地図のカテゴリ ごと に地図を選択でき る こ と 。

4 新着情報 新着情報を表示でき る こ と こ と 。

5 お知ら せ 管理者から のお知ら せメ ッ セージを表示でき る こ と 。

6 検索 場所を探す 地番検索を行い地図を表示でき る こ と 。

7 住所検索を行い地図を表示でき る こ と 。

8 現在地から 周辺地図を表示でき る こ と 。

9 属性表示 属性表示機能 タ ッ プし た場所の施設情報が属性パネルに表示さ れる こ と 。

10 属性パネルに登録さ れた写真やPDFが参照でき る こ と 。

11 表示
GPS機能が有効になっていた場合は、 現在の位置情報を取得し 現在の位置に地図を移動する こ

と ができ る こ と 。

12   地図移動機能
ス ワ イ プする こ と によ り 地図を自由に移動でき 、 ド ラ ッ グ操作によ り 、 表示範囲を移動でき る

こ と 。

13 拡大・ 縮小機能 領域ズーム イ ン ス マート フ ォ ン等での操作は、 ピ ンチイ ンで地図を自由に拡大する こ と ができ る こ と 。

14 領域ズームアウ ト ス マート フ ォ ン等での操作は、 ピ ンチアウ ト で地図を自由に縮小する こ と ができ る こ と 。

15 拡大・ 縮小 「 ＋」 「 －」 ボタ ンによ り 地図を拡大・ 縮小ができ る こ と 。

№ 要件

1 地図表示 画面表示
パソ コ ン、 ス マート フ ォ ン 等、 閲覧に使用する デバイ ス に応じ て適切なレ イ アウ ト で画面表示

でき る こ と 。

2
ポッ プアッ プや別ウ ィ ンド ウ の起動をなる べく 行わず、 １ 画面内ですべての操作が可能である

こ と 。

3 ト ッ プページ ト ッ プページにおいて、 マッ プ選択ができ る こ と 。

4   地図移動機能 マウ ス のド ラ ッ グ操作によ り 、 地図をつかんだよ う にして表示範囲を移動でき る こ と 。

5
地図上でダブルク リ ッ ク し た位置を中心に表示範囲を移動でき る こ と 。 ま た、 キーボード の矢

印ボタ ンによ り 、 一定方向に連続して画面をス ク ロ ール移動でき る こ と 。

6 拡大・ 縮小機能 拡大・ 縮小
地図画面内のズームボタ ンを操作する こ と によ り 、 地図を 自由に拡大・ 縮小する こ と ができ る

こ と 。

7 連続ズーム マウ ス ホイールを 利用して連続的に拡大・ 縮小ができ る こ と 。

8 マッ プ選択
利用者が具体的かつ容易に主題図を 選択でき る こ と 。 ま た、 切替表示がス ム ーズかつ容易であ

る こ と 。

9 利用条件
マッ プの選択・ 変更時に利用条件に関する 確認画面が表示でき る こ と 。 ま た、 利用条件に関す

る 文言はマッ プごと に任意に設定でき る こ と 。

10 マッ プ一覧表示 表示可能なマッ プを一覧表示でき る こ と 。 カテゴリ ごと に一覧を 絞り 込める こ と と する 。

11 レ イ ヤ 予め設定し た背景地図を別の地図に任意に選択でき る こ と 。

12 ベース マッ プ地図と してGoogleMapを利用でき る こ と 。

13 重ね合わせて表示する レ イ ヤを任意に表示、 非表示を切り 替える こ と ができ る 。

14 表示中の主題図を 透過表示でき る こ と 。

15 凡例表示機能 表示中の情報に対する 凡例を表示でき る こ と 。

16 属性表示 属性表示機能 指定位置地物 地物を 指定（ ク リ ッ ク ） し 、 対象地物の属性を表示でき る こ と 。

17 周辺地物検索
地図表示領域内に存在する 地物の属性を 自動的にリ ス ト 表示し 、 その中から 選択し た地物の中

心表示ができ る こ と 。

18 一覧から の地図表示 一覧表から 選択し た図形へ位置移動ができ る こ と 。

19 詳細情報表示 詳細情報パネルにて属性表示でき る こ と 。

20 地図表示
2画面地図表示

機能
2画面表示

通常の地図表示画面を 主地図と 補助地図の2画面で表示ができ る こ と 。 ま た、 利用者が簡単な

操作で元の1画面の状態に戻せる こ と 。

21 2画面同期
左右の2画面はド ラ ッ グ 移動、 定率拡大・ 縮小、 連続ズーム 時にス ム ーズに同一の動作ができ

る こ と 。 ま た、 2画面を跨いだド ラ ッ グ移動操作ができ る こ と 。

22 ス ト リ ート ビュ ー ス ト リ ート ビュ ー
指定し た場所のス ト リ ート ビ ュ ーを 表示でき る こ と 。 操作性を 重視し 、 ス ト リ ート ビ ュ ー表示

地点を 指定する と 同時に、 地図画面と ス ト リ ート ビュ ー画面が２ 画面表示さ れる こ と 。

23
ス ト リ ート ビ ュ ー２ 画

面同期

地図画面と ス ト リ ート ビ ュ ー画面は同期さ れる こ と 。 地図画面上の人型ア イ コ ン の向き （ 方

向） と ス ト リ ート ビュ ー画面の参照方向が連動する こ と 。

24 索引図 索引図表示 索引図を表示でき る こ と 。

25 同期表示 索引図には主地図画面の表示位置を表示でき る こ と 。

26 移動 索引図をク リ ッ ク する と 、 ク リ ッ ク し た地点に主地図が移動する こ と 。

27 地図検索 指定し た住所、 地名を検索でき る こ と 。

28 地番検索 指定し た地番によ る 検索が行える こ と 。

29 座標から 地点検索
緯度経度座標及び平面直角座標を入力し 、 地図の表示位置を指定でき る 。 尚、 緯度経度座標は

10進法と 60進法（ 度分秒） に対応でき る こ と 。

30 キーワ ード 検索ができ る こ と 。 ま た、 あいま い・ 表記ゆれ補正に対応している こ と 。

31
レ イ ヤごと に「 任意文字列」 を入力し て、 条件に合致し た候補リ ス ト から 選んだ位置を 地図表

示でき る こ と 。

32 条件指定によ る 属性検索結果から 、 更に検索条件を編集して絞り 込み検索ができ る こ と 。

（ ア） 公開機能（ ス マート フォ ンの操作）

項目

現在地取得機能

項目

（ イ ） 公開機能（ パソ コ ンの操作）

表示マッ プ制御

属性検索

住所検索

Gooogleキーワ ード 検索

1



№ 要件項目

33 指定し た目標物を 検索でき る こ と 。

34 領域内検索 領域内の地物（ 図形） を検索でき る こ と 。 （ 含む・ 重なる ・ 串刺検索）

35 属性情報検索機能 現在の表示範囲に含ま れる 図形の属性情報を 検索でき る こ と 。

36 属性情報の詳細を 別ウ ィ ン ド ウ で表示でき る こ と 。

37 属性情報に含ま れる URLを選択する こ と でブラ ウ ザが起動し リ ン ク 先を表示でき る こ と 。

38 2点間距離 地図上で指定し た2点間の距離を計測でき る こ と 。

39 多点間距離 地図上で指定し た多点間の距離を計測でき る こ と 。

40 緯度経度 指定し た位置の緯度経度を表示でき る こ と 。

41 郵便番号表示 指定し た位置の郵便番号を表示でき る こ と 。

42 シンボル １ 点指示にてシン ボルを作図でき る こ と 。

43 文字 １ 点指示にて文字を作図でき る こ と 。

44 線 頂点指示にて線を 作図でき る こ と 。

45 面 頂点指示にて多角形を作図でき る こ と 。

46 領域内の地物を検索（ 含む・ 重なる ・ 串刺検索） でき る こ と 。

47 円 ２ 点指示にて円を 作図でき る こ と 。

48 中心座標と 半径を 数値入力して円を 作図

49 領域内の地物を検索（ 含む・ 重なる ・ 串刺検索） でき る こ と 。

50 図形の取込
KMLフ ァ イ ルを作図図形と して取り 込める こ と 。 （ KMLフ ァ イ ルド ラ ッ グ＆ド ロ ッ プによ る 取

り 込み）

51 図形の保存 作図図形をKMLフ ァ イ ルと して保存でき る こ と 。

52 図形のク リ ア 作図図形を削除でき る こ と 。

53 印刷機能 表示している 地図と 選択図形の属性情報を印刷でき る こ と 。

54 プレ ビュ ー画面で事前に印刷内容の確認ができ る こ と 。

55 印刷はA4ま たはA3サイ ズを指定でき る こ と 。

56 選択し た図形の写真を地図と 共に印刷でき る こ と 。

57 PDF印刷 PDF印刷に対応する こ と 。

58 印刷する 際の縮尺を設定でき る こ と 。

59 印刷時の地図はデータ の精度を落と すこ と なく 高精細な印刷ができ る こ と 。

60 背景地図切替機能 利用者が選択し た主題図によ って適切な背景地図に自動的に切り 替えでき る こ と 。

61 背景地図
ベース マッ プの種類は「 地形図、 Google地形図、 Google航空写真、 Google白黒地図、 名古屋

市地形図、 地理院地図、 OpenStreetMap」 から 選択でき る こ と 。

62 地図表現
利用者が使いやすい注記表現である こ と 。 特に、 1/2500から １ /500において公共施設、 商業

ビル、 店舗、 集合住宅名称が十分に確認でき る こ と 。 ま た、 家屋形状も 確認でき る こ と 。

63 ウ ェ ブ上で閲覧可能なオンラ イ ンヘルプ機能を有する こ と 。

64 ルート 検索 地図上の任意の2点間を 指定して、 その最短経路を検索でき る こ と 。

65 検索結果表示 検索結果はその道なり の区間距離と 所要時間を含めて詳細かつ分かり 易く 表示でき る こ と 。

66 表示している 地図の内容を表示でき る URLを表示でき る こ と 。

№ 要件

1 マッ プ管理機能 マッ プ編集機能 背景地図以外のマッ プ（ 主題地図） について、 登録・ 更新・ 削除ができ る こ と 。

2 （ 各マッ プの設定） 属性編集 公開項目を指定でき る こ と 。 （ データ が保持している 属性においても 非表示の設定が可）

3 背景地図設定 公開する マッ プに応じ て、 背景地図（ Google,地形図等） を選択でき る こ と 。

4 利用規約編集機能 公開する マッ プの利用規約を 編集でき る こ と 。

5 公開承認機能
マッ プのデータ 更新や新規追加において、 誤った情報を公開する こ と がないよ う に承認フ ロ ー

機能を 有する こ と 。

6 公開開始日 登録している 情報（ マッ プ） に公開始日、 公開終了日を設定する こ と ができ る こ と 。

7 データ アッ プロ ード
SHAPE形式、 CSV形式、 KML形式によ る データ のアッ プロ ード ができ る こ と 。 アッ プロ ード は

レ イ ヤ単位で行い「 データ の追加」 ある いは「 全データ 差し 替え」 が行える こ と 。

8 データ ダウ ンロ ード SHAPE形式、 CSV形式、 KML形式によ る データ のダウ ンロ ード ができ る こ と 。

9 シンボル 「 ＋」 「 －」 ボタ ンによ り 地図を拡大・ 縮小ができ る こ と 。

10 文字 １ 点指示にて文字を作図でき る こ と 。

11 吹き 出し １ 点指示にて吹き 出し 文字を作図でき る こ と 。

12 線 頂点指示にて線を 作図でき る こ と 。

13 面 頂点指示にて多角形を作図でき る こ と 。

14 円 ２ 点指示にて円を 作図でき る こ と 。

15 中心座標と 半径を 数値入力して円を 作図でき る こ と 。

16 楕円 ２ 点指示にて楕円を作図でき る こ と 。

17 複製 図形を 複製でき る こ と 。

18 バッ フ ァ 図形のバッ フ ァ を 作図でき る こ と 。

19 合成 図形を 合成でき る こ と 。

20 移動 図形を 移動でき る こ と 。

21 頂点編集 図形の頂点を追加、 削除、 移動でき る こ と 。

22 回転 図形を 回転でき る こ と 。

23 拡大縮小 図形の大き さ を変更でき る こ と 。

24 文字編集 文字の内容を編集でき る こ と 。

25 ス タ イ ル 図形のス タ イ ルを変更でき る こ と 。

26 図形拡大縮小 倍率を 指定して図形を拡大・ 縮小でき る こ と 。

27 図形回転 角度を 指定して図形を回転でき る こ と 。

28 図形削除 図形を 削除でき る こ と 。

項目

目標物検索

計測機能

背景地図

ヘルプ機能

ルート 検索

地図URL表示機能

作図機能

（ ウ ） 管理機能（ 庁内担当職員のみ利用）

図形更新機能
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№ 要件項目

29 詳細情報一覧表示 選択レ イ ヤのアイ テムの詳細情報を一覧表示でき る こ と 。 一覧に図形の数が表示さ れる こ と 。

30 一覧から の地図表示 一覧表から 選択し た図形へ位置移動ができ る こ と 。

31 詳細情報表示 詳細情報パネルにて属性表示でき る こ と 。

32 詳細情報パネルを 複数固定でき る こ と 。

33 属性編集 属性内容を変更でき る こ と 。

34 詳細 名称、 ス ケール、 ス テータ ス の設定ができ る こ と 。

35 データ セッ ト

属性項目の設定ができ る こ と 。

（ 文字型、 整数型、 数値型、 リ ンク 型、 日付型、 選択肢型、 通貨型、 電話番号型、 パノ ラ マ写

真型）

36 （ 公開用と して） 編集ユーザはリ ン ク 型属性に写真の登録ができ る こ と 。

37 優先ス タ イ ル 優先ス タ イ ルの設定ができ る こ と 。

38 線注記 線注記の設定ができ る こ と 。

（ エ） シス テム管理者機能

№ 要件

1 ユーザーの登録、 変更、 削除ができ る こ と 。

2 パス ワ ード の設定・ 変更ができ る こ と 。

3 登録でき る ユーザー数には制限がないこ と 。

4 作成でき る ユーザは「 承認ユーザ」 「 編集ユーザ」 「 閲覧のみユーザ」 を設定でき る こ と 。

5
「 承認ユーザ」 「 編集ユーザ」 「 閲覧のみユーザ」 の設定はマッ プ（ 主題地図） ごと に設定で

き る こ と 。

6 レ イ ヤに対して、 データ 編集し たロ グを記録でき る こ と 。

7 ポータ ルページに新着情報などのお知ら せを登録し 、 編集でき る こ と 。

8
マッ プのカ テ ゴ リ （ 地図の種類） を 設定でき る こ と 。 設定し た カテ ゴ リ ご と にポータ ル画面

（ シス テム入口） 上で絞り 込んで表示でき る こ と 。

9 マッ プ管理（ 主題地図管理） シス テム管理者（ 担当職員） は、 マッ プ（ 主題地図） の追加、 削除、 編集が行える こ と 。

10 庁内のみ参照可能なマッ プ（ 庁外には公開し ないマッ プ） を生成でき る こ と 。

11

庁内のみ公開設定さ れたマッ プ（ 主題地図） に対し て閲覧権限を付与さ れた職員が、 専用URL

にアク セス し パス ワ ード 入力によ り 閲覧でき る こ と 。 ただし 用意さ れた職員専用URLへアク セ

ス でき る のは庁内ネッ ト ワ ーク 内のみする 。 （ 庁外ネッ ト ワ ーク から のアク セス は不可）

項目

レ イ ヤ設定変更機能

属性参照・ 編集機能

カテゴリ 生成機能

ユーザー管理機能

 

ロ グ管理機能

メ ッ セージ登録機能
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（ 別紙3）

（ 管理シス テム・ 公開シス テム） 搭載データ 一覧

管理シス テム で作成し た一般的なデータ は公開シス テム の管理機能を 利用して発注者自身で公開でき る こ と 。

データ 名称 種類 備考 導入(本業務に含む） 保守（ 本業務に含ま ない）

管理 公開 調達者 データ 形式等

保守

更新

対象

令和８ 年４ 月１ 日以

降、 管理シス テム 及び

公開シス テム における

データ の更新頻度

1 地形図 背景 ○ ○ 名古屋市 DM形式 ○ １ 回／３ 年

2 広域地図１ 背景 国土地理院地図（ 地理院タ イ ル等） ○ ○ 受注者 （ 発注者が利用申請） ○ １ 回／１ 年

3 広域地図２ 背景 OpenS treetMap ○ 受注者 ○ １ 回／１ 年

4 広域地図３ 背景 GoogleM ap（ Google航空写真・ Google地形図等） ○ 受注者 随時

5 道路台帳図 マッ プ

西・ 中村・ 中・ 熱田・ 南の5区を 本業務の対象と す

る 。 容量： 約5TB

※マッ プと はポータ ル画面で選択する 地図セッ ト

のこ と 。

○ ○ 名古屋市 SHAPE形式 ○ １ 回／１ 年

6 認定路線図 マッ プ 〃 ○ ○ 名古屋市 SHAPE形式 ○ １ 回／１ 年

7 基準点 マッ プ 〃 ○ ○ 名古屋市 SHAPE形式 ※職員が更新（ 適宜）

8 地番データ べース データ ベース 地番検索用 ○ ○ 受注者 SHAPE形式(属性付） ○ １ 回／１ 年

9 住所データ ベース １ (住所検索用） データ ベース
有償版地図 住所整備率は95％以上と する

(アド レ ス マッ チで利用する ）
○ 受注者 ○ １ 回／１ 年

10 住所データ ベース ２ (住所検索用） データ ベース 街区レ ベル位置参照情報 ○ 受注者 ○ １ 回／１ 年

11 国勢調査人口データ マッ プ R2年度版（ 小地域・ 250ｍ メ ッ シュ ） ○ 受注者 ○ １ 回／５ 年

12 道路台帳調書 データ ベース フ ァ イ ル数： 約28,000件、 容量： 約1GB ○ 名古屋市 EXCEL形式 ○ １ 回／１ 年

13 告示綴り 画像データ フ ァ イ ル数： 約5,700件、 容量： 約5GB ○ 名古屋市 TIF形式 ○ １ 回／１ 年

14 告示原議 画像データ フ ァ イ ル数： 約13,500件、 容量： 約115GB ○ 名古屋市 TIF形式 ○ １ 回／１ 年

（ 注2） 更新支援

職員が公開データ を 更新する 場合は、 受注者は操作方法の支援を 行う こ と 。 必要に応じ てシス テム 構築時にデータ 搭載手順書を 作成し 納入する こ と 。

（ 注1） データ 更新

地図描画の高速化を 目的と し た事前変換作業が必要なデータ については受注者がデータ を 搭載する 。 それ以外のデータ は職員がデータ を 搭載でき る こ と 。

（ 注3） テス ト サイ ト を 受注者が準備する こ と 。 本番サイ ト へ公開する 前にテス ト サイ ト にて地図の公開状態を 担当職員が確認し た後、 本番へ公開する こ と 。



モデル仕様書（ 公開型GIS ）

■概要

対応可否

備考

(判断に困る も の、 オプショ ン等で対応する 場合など特記があれば

可能な範囲で記載く ださ い。 )

■基本要件 対応可の項目に○を記入く ださ い

基本事項
サービス 提供環

境
機器環境

利用者の操作機器環境（ PC、 ス マート フ ォ ン） 及び管理者側

（ 管理シス テム ・ ド ラ イバー） の操作機器環境と して、 指定

する 機器環境に対応する こ と 。

管理シス テム

・ 対応デバイ ス ： PC

・ 対応OS： Window s10以降

・ 対応ブラ ウ ザ： Microsoft Edge (必須)、 Google Chrom e

(任意)

公開シス テム

・ 対応デバイ ス ： PC、 ス マート フォ ン、 タ ブレ ッ ト

・ 対応OS： Window s11以降、 Android13以降、 iOS16以降

・ 対応ブラ ウ ザ： Microsoft Edge、 Google Chrom e、 Mozilla

FireFox及びSafari等の最新バージョ ン

利用環境においては、 Java、 ActiveX、 .NET Fram ework等の

プロ グラ ムを 別途必要と し ないこ と 。 必要と する 場合は、 そ

の理由を 明確に示すこ と 。

○

ネッ ト ワ ーク 環

境

サービス を提供する ネッ ト ワ ーク 環境及び通信経路の暗号化

について指定する 要件に対応する こ と 。 提案する 環境が要件

と 異なる 場合は、 その理由やネッ ト ワ ーク セキュ リ ティ 面で

問題ないこ と を示すこ と 。

管理シス テム： ス タ ンド アロ ン

公開シス テム： イ ン タ ーネッ ト

イ ン タ ーネッ ト 上の通信経路においては暗号化を行う こ と 。

○

データ 管理

データ のバッ ク アッ プに関して指定する 要件に対応する こ

と 。 提案する 環境が要件と 異なる 場合は、 その理由やデータ

セキュ リ ティ 面で問題ないこ と を 示すこ と 。

適切な保存期間を設定する こ と 。 ○

サービス 提供時

間
指定する 時間帯でサービス が利用可能と する こ と 。 メ ンテナンス 時間を 除き 24時間365日利用でき る こ と 。 ○

ラ イ センス 数
管理者側ラ イ セ

ンス

管理者側アカウ ント ラ イ センス が必要と なる 場合は、 指定す

る 要件に対応する こ と 。
ー ○

デザイ ン ・ 操作性 デザイ ン ・ 操作性

表示画面上の項目配置や色使い等、 誰も が利用し やすいユニ

バーサルなデザイ ンである こ と 。 ま た、 利用者およ びサービ

ス を提供する 管理者双方にと って、 わかり やすい操作性が確

保さ れている こ と 。

ー ○

アク セシビリ

ティ
アク セシビリ ティ に配慮し たデザイ ン である こ と 。 ー ○

視覚障害者支援

視覚障害を持つユーザーの操作を補助する よ う に配慮する こ

と が望ま し い。 ー ○

多言語対応 指定する 言語に対応する こ と 。 ー ○

情報セキュ リ

ティ
シス テムロ グ

エラ ー情報の把握やUI/UXの改善に必要と なる ロ グ情報を 取

得する こ と 。 ー ○

アク セス ・ 操作

ロ グ

管理シス テムのアク セス ロ グ・ 操作ロ グを 取得する こ と 。
ー ○

不正プロ グラ ム対

策

シス テム（ サービス ） の稼働環境及び開発・ テス ト 環境にお

いては、 コ ン ピュ ータ ウ ィ ルス 等不正プロ グラ ムの侵入や外

部から の不正アク セス が起き ないよ う 対策を講じ る と と も

に、 それら 対策で用いる ソ フト ウ ェ アは常に最新の状態に保

つこ と 。

ー ○

シス テム（ サービス ） の稼働環境及び開発・ テス ト 環境で用

いる OSやソ フト ウ ェ アは、 不正プロ グラ ム対策に係る パッ チ

やバージョ ン アッ プなど適宜実施でき る 環境を 準備する こ

と 。

ー ○

データ 移行 ー
現行シス テム（ サービス ） で保有する データ を、 新シス テム

（ サービス ） の初期データ と して移行（ 登録） する こ と 。

移行する データ は(別紙３ )「 搭載データ 一覧表」 に記載さ れ

たデータ を基本と する が、 発注者と 受注者の協議によ り 詳細

を決定する も のと する 。

○

将来的なシス テム移行等に備え、 保持する データ については

デジタル社会推進標準ガイ ド ラ イ ンにある 政府相互運用性フ

レ ームワ ーク （ GIF） に準拠する など標準的なデータ モデルに

沿った形にする こ と 。

ー ○

サービス 終了

時・ 契約満了時

等の対応

保有データ の提

供

サービス 開始後に利用者が入力し た情報及び発注者が登録し

た情報のう ち、 発注者の情報管理権限を有する 情報（ 発注者

が提供を希望する 情報） については、 契約終了時に全て抽出

し 発注者に提供可能と する こ と 。

ー ○

保有データ の消

去等

サービス を終了若し く はサービス 利用契約終了後は、 発注者

が提供を希望する 保有データ を提供ののち、 速やかにシス テ

ムから 消去する こ と 。 消去においては、 復元不可能な状態に

する こ と 。

データ 消去後に、 当該データ を保存していた記憶装置の物理

的破壊を 行う と と も も に、 そのエビデン スを 提出する こ と 。
○

利用規約等
利用規約への同

意

利用者に利用規約の内容を提示し 、 確認（ 同意） を と る 機能

を有する こ と 。 ー ○

問い合わせ機能 ー
問い合わせ方法に関する 情報が掲載でき る こ と 。

ー ○

統計機能 ー
シス テム・ サービス の運用状況や利用状況を定期又は任意の

時点で集計でき る こ と 。

集計する データ は次のと おり と する 。

延べ利用回数、 Webページビュ ー数、 機能毎の利用数など
○

関係法規制への

対応
ー

サービス の稼働、 運用・ 提供に関係する 関係法規制を 遵守す

る と と も に、 常に最新動向を把握し 、 適宜必要な見直し ・ 改

善を実施する こ と 。
ー ○

機能分類体系

要件

（ 事業者名）

大項目 中項目 小項目

（ サービ ス 名）

モデル仕様書・ 要件定義

※1： 自治体にと って必須と 思われる 機能

※2： 場合によ って必須と なる 機能： 自治体によ って業務上必要と なる 場合は必須と なる 機能

※3： 今後1~ 2年程度で実装が望ま れる 機能

詳細要件・ 補足説明

場合に

よ って

必須と

なる 機

能

※2

市民公開用GIS シス テムは、 地理的なデータ を 視覚化し 、 住民が地域情報にアク セス し やすく する ためのツ ールです。 こ のシス テム では、 地形、 道路、 公共施設の位

置、 災害情報などが地図上に表示さ れる こ と で、 行政が持つ情報の透明性や住民によ る ア ク セス 性の向上が期待でき ま す。 例えば、 災害時の避難所や避難路情報を リ

アルタ イ ム に提供する こ と によ り 、 住民の安全性向上と 迅速な避難支援が期待でき 、 地域の危機管理能力の強化にも 寄与し ま す

必須

機能

※1

今後拡

張が望

ま れる

機能

※3

回答欄

（ 別紙４ ）



対応可否

備考

(判断に困る も の、 オプショ ン等で対応する 場合など特記があれば

可能な範囲で記載く ださ い。 )

機能分類体系

要件

（ 事業者名）

大項目 中項目 小項目

（ サービ ス 名）

モデル仕様書・ 要件定義

詳細要件・ 補足説明

場合に

よ って

必須と

なる 機

能

※2

必須

機能

※1

今後拡

張が望

ま れる

機能

※3

回答欄

資格管理
管理側アカウ ン

ト 管理
管理情報 職員用アカウ ント を 登録でき る こ と 。 ー ○

アカウ ント 設定

方法・ 認証方法
登録でき る ユーザー数は指定のと おり と する こ と 。 登録でき る ユーザー数には制限がないこ と 。 ○

管理者によ る パス ワ ード のリ セッ ト （ 又は再設定） ができ る

こ と 。 ー ○

アク セス 制御

職員アカウ ン ト は、 所属ごと などでグループ設定でき 、 各グ

ループごと に利用可能な情報の権限設定を行える こ と 。 ー ○

■機能要件

基本条件
地図の種類・ ラ

イ センス

シス テムで使用する 地図の種類、 必要なラ イ センス 数（ 同時

接続数） は指定のと おり と する こ と 。

地図の種類： (別紙３ )「 搭載データ 一覧表」 に示し たも のと

する 。

ラ イ セン ス 数： 公開シス テムで必要なラ イ センス 数（ 同時接

続数） は無制限と する 。

○

利用者向け機能 ト ッ プページ ト ッ プページ等 利用者向けト ッ プページを設置する 。

ト ッ プページに表示する 内容は、 次のと おり と する こ と 。

シス テム名称、 画像、 利用上の注意、 新着情報、 操作マニュ

アル、 問い合わせ先、 地図ページへのリ ンク 等

○

利用者に市区町村のサービス である こ と が伝わり やすい工夫

がさ れている こ と 。
自治体のキャ ラ ク タ ー画像や記章等を設定する こ と 。 ○

地図表示機能 背景図
地形図、 航空写真、 背景用民間地図等を背景図と して表示で

き る こ と 。 ま た、 複数の背景図の切り 替えができ る こ と 。
ー ○

地形図、 背景用民間地図等の元データ がベク タ レ イ ヤの背景

図については、 タ イル画像化して表示でき る こ と 。 ー ○

凡例機能

表示中のアイ コ ン等に対する 凡例を表示し 、 表示・ 非表示の

切り 替えができ る こ と 。 ー ○

地図表示

表示デバイ ス の位置情報を利用し 、 現在地を表示でき る こ

と 。 ー ○

表示画面中心に中心を表すマーク の表示・ 非表示切替ができ

る こ と 。 ー ○

表示中の地図縮尺に対応し たス ケールバーを表示でき る こ

と 。 ー ○

異なる 施設情報、 地図コ ンテンツ及び背景図を選択し た２ 種

類の地図を同一画面内に並べて表示でき る こ と 。 ー ○

並べて表示し た地図について、 拡大縮小や移動等の操作を連

動でき る こ と 。 ー ○

施設情報や地図コ ンテン ツと 背景図を 重ね合わせて地図に表

示でき る こ と 。 ー ○

背景図に対し 、 アイ コ ンなどの表示項目の透過度が設定可能

である こ と 。 ー ○

表示している 地図の内容を表示でき る URLを表示でき る こ

と 。 ー ○

ハッ チングパタ ーンは縦・ 横・ 斜め（ 右下がり 、 左下がり の

各方向） で設定でき る こ と 。 ー ○

索引図表示

表示中の地図範囲を示し た索引図を表示でき る こ と 。 ま た、

索引図の表示・ 非表示の切り 替えができ る こ と 。 ー ○

索引図で指定し た場所に地図表示を移動でき る こ と 。
ー ○

主題情報・ シン

ボル情報

図形情報に対応する ポイ ント （ 点） 、 ラ イ ン（ 線） 、 ポリ ゴ

ン（ 面） を表示でき る こ と 。 ー ○

図形（ アイ コ ン シンボル、 線、 面） の表示設定は、 複数色、

複数種類から 選択でき る こ と 。 ー ○

点レ イ ヤと 属性情報で構成さ れる シン ボル情報を 表示でき る

こ と 。 ま た、 点レ イ ヤはアイ コ ンと して表示でき る こ と 。 ー ○

アイ コ ンはシス テム標準のも のを 用意し 、 追加でき る こ と 。
ー ○

属性情報の値に従い、 ラ ベルを地図上に表示でき る こ と 。
ー ○

属性情報の値（ 角度） に従い、 ラ ベルやアイ コ ンを回転して

を地図上に表示でき る こ と 。 ー ○

縮尺に応じ て、 アイ コ ンのサイ ズや形状等を変更せず、 画面

上で一定のサイ ズで表示でき る こ と 。

ま た、 ラ ベルやアイ コ ンは、 縮尺に応じ て非表示にでき る こ

と 。 非表示と する 縮尺は、 アイ コ ンごと に設定でき る こ と 。

ー ○

関連ファ イ ル

施設情報や地図コ ンテン ツに関連ファ イ ルを設定でき る こ

と 。 ー ○

アイ コ ン、 線レ イ ヤ及び面レ イ ヤをク リ ッ ク する こ と によ

り 、 関連ファ イ ルを表示でき る こ と 。 ー ○

画像ファ イ ルについては、 ダウ ン ロ ード し なく と も 画面上に

直接画像を表示でき る こ と 。 ー ○

拡大縮小
表示地図の縮尺を一定割合で拡大・ 縮小でき る こ と 。

ー ○

表示地図領域内でマウ ス 操作によ り 矩形領域を指定し 拡大で

き る こ と 。 ー ○

レ イ ヤごと に、 表示する 縮尺範囲を指定でき る こ と 。
ー ○

マウ ス ホイールの操作によ り 地図を拡大・ 縮小でき る こ と 。
ー ○



対応可否

備考

(判断に困る も の、 オプショ ン等で対応する 場合など特記があれば

可能な範囲で記載く ださ い。 )

機能分類体系

要件

（ 事業者名）

大項目 中項目 小項目

（ サービ ス 名）

モデル仕様書・ 要件定義

詳細要件・ 補足説明

場合に

よ って

必須と

なる 機

能

※2

必須

機能

※1

今後拡

張が望

ま れる

機能

※3

回答欄

移動

マウ ス 操作によ り 表示地図の任意の箇所１ 点を指定し 、 指定

し た箇所を画面の中心に表示でき る こ と 。 ー ○

画面上に表示さ れる ボタ ン等によ り 、 地図を任意の方向に一

定割合で移動でき る こ と 。 ー ○

マウ ス 操作によ り 地図を つかんだよ う にして移動でき る こ

と 。 ー ○

ＵＲ Ｌ ・ Ｑ Ｒ
表示し た位置情報をURL出力でき る こ と 。

ー ○

表示し た位置情報の携帯電話用URLを QRコ ード 変換して表示

でき る こ と 。 ー ○

レ イ ヤ管理等 レ イ ヤ表示等

線レ イ ヤ及び面レ イ ヤと 属性情報で構成さ れる 地図コ ンテン

ツを表示でき る こ と 。 ー ○

レ イ ヤ単位及び分類単位で表示・ 非表示の切り 替えができ る

こ と 。 ー ○

属性機能 属性情報設定

テキス ト 情報などを属性情報と してアイ コ ン、 線レ イ ヤ及び

面レ イ ヤと 関連付けて設定でき る こ と 。 （ 事業者によ る 対応

でも よ い。 ）
ー ○

属性情報表示

地図上のアイ コ ン等を選択する こ と で、 属性情報を 表示でき

る こ と 。 ー ○

属性一覧
地図上の地物の属性一覧を表示でき る こ と 。

ー ○

属性検索
属性一覧画面から 地物を 検索でき る こ と 。

ー ○

属性データ 型

属性情報と して以下のデータ 型を 設定でき る こ と 。

数値、 文字列、 ＵＲ Ｌ など ー ○

URLについてはハイパーリ ン ク と して表示でき る こ と 。
ー ○

検索機能 住所検索
住所情報によ る 地図検索ができ る こ と 。

ー ○

住所の表記は、 全角、 半角およ び英数字、 漢数字、 日本語表

記、 「 ―」 「 ー（ 長 音） 」 によ る 表示等、 想定さ れる 住所表

記に対して対応でき る こ と 。
ー ○

目標物検索
目標物によ る 地図検索ができ る こ と 。

ー ○

キーワ ード 入力によ る 地図検索ができ る こ と 。 キーワ ード は

文字の部分一致で検索でき る こ と 。 ー ○

リ ス ト 選択によ る 地図検索ができ る こ と 。
ー ○

ルート 検索

2地点間の最短経路を検索し 、 地図上に経路及び距離を 表示で

き る こ と 。 ー ○

座標検索
経度・ 緯度を 指定して位置が検索でき る こ と 。

ー ○

地図の任意地点の経度・ 緯度を表示でき る こ と 。
ー ○

印刷・ 出力 印刷

画面に表示し た地図や施設情報、 地図コ ンテンツ を印刷でき

る こ と 。 属性情報や凡例をあわせて印刷でき る こ と 。 ー ○

都市計画等一部の地図コ ンテンツについて、 印刷する 際の縮

尺を予め指定し たも のに固定でき る こ と 。 ー ○

コ ピーラ イ ト や利用上の注意等、 定型文を合わせて印刷でき

る こ と 。 ー ○

都市計画等一部の地図コ ンテンツについて、 印刷する 際のレ

イ アウ ト を予め指定し た独自の様式に変更でき る こ と 。 ー ○

データ 出力

画面に表示し た地図や施設情報、 地図コ ンテンツ を画像ファ

イルと して出力でき る こ と 。 ー ○

CSV等で、 地図に表示している 地物の属性一覧を 出力でき る

こ と 。 ま た、 出力項目等の管理が可能である こ と 。 ー ○

計測

マウ ス 操作によ り 選択し た距離、 面積の計測が地図上で行え

る こ と 。 ー ○

距離及び面積の計測中に縮尺の変更やス ク ロ ールができ る こ

と 。 ー ○

計測結果が表示さ れている 状態で、 印刷や地図の画像を保存

でき る こ と 。 ー ○

作図機能 作図
地図上に一時的な図形（ 点・ 線・ 面等） を作成でき る こ と 。

ー ○

一時的な図形を含めて印刷・ 画像出力でき る こ と 。
ー ○

ス マート フ ォ ン

対応
表示

ス マート フォ ンに最適化さ れた画面表示ができ る こ と 。 ピン

チイ ン、 ピン チアウ ト 、 ド ラ ッ グなど ス マート フ ォ ンの操作

によ り 地図操作を直感的に行える こ と 。
ー ○



対応可否

備考

(判断に困る も の、 オプショ ン等で対応する 場合など特記があれば

可能な範囲で記載く ださ い。 )

機能分類体系

要件

（ 事業者名）

大項目 中項目 小項目

（ サービ ス 名）

モデル仕様書・ 要件定義

詳細要件・ 補足説明

場合に

よ って

必須と

なる 機

能

※2

必須

機能

※1

今後拡

張が望

ま れる

機能

※3

回答欄

管理機能 お知ら せ機能
お知ら せ、 新着

情報の表示

新着情報や問い合わせ先等の情報を登録でき 、 ト ッ プ画面等

利用者にわかり やすい位置に表示でき る こ と 。 ー ○

地図表示機能 レ イ ヤ表示

線レ イ ヤは、 線の種類や太さ 、 色、 透過度等を変更でき る こ

と 。 （ 事業者によ る 対応でも よ い。 ） ー ○

面レ イ ヤは、 枠線や塗り つぶし 部分の種類、 太さ 、 色、 透過

度等を変更でき る こ と 。 （ 事業者によ る 対応でも よ い。 ） ー ○

レ イ ヤの表示順を設定でき る こ と 。 （ 事業者によ る 対応でも

よ い。 ） ー ○

レ イ ヤの色分け表示、 ラ ベル表示を設定でき る こ と 。 （ 事業

者によ る 対応でも よ い。 ） ー ○

公開管理 公開データ 登録
管理者で公開データ の登録する 場合については指定の通り と

する 。

データ の種類及び更新頻度については(別紙３ )「 搭載データ

一覧表」 のと おり と する 。

別紙3で示し たデータ に加え、 新たに搭載し たデータ に対し

て、 公開範囲を 指定する こ と ができ る こ と 。

○



A.1.3.1 RPO（目標
復旧地点）
※（業務停
止時）

平常時、業務停止を伴う障害が発生した際には、5営業日前の時点
（週次バックアップからの復旧）までのデータ復旧を目標とすること。

RPO：業務停止を伴う障害が発生した際、バック
アップしたデータなどから情報システムをどの時
点まで復旧するかを定める目標値。

A.1.3.2 RTO（目標
復旧時間）
※（業務停
止時）

平常時、業務停止を伴う障害が発生した際には、1営業日以内でのシス
テム復旧を目標とすること。

RTO：業務停止を伴う障害（主にハードウ ェア・ソ
フトウ ェア故障）が発生した際、復旧するまでに
要する目標時間。

A.1.3.3 RLO（目標
復旧レベル）
※（業務停
止時）

平常時、業務停止を伴う障害が発生した際には、一部システム機能の
復旧を実施すること。

RLO：業務停止を伴う障害が発生した際、どこま
で復旧するかのレベル（特定システム機能・すべ
てのシステム機能）の目標値。

A.1.4.1 システム再
開目標（大
規模災害
時）

大規模災害時、システムに甚大な被害が生じた場合、システムは、一ヶ
月以内に再開することを目標とすること。

A.1.5.1 稼働率 年間のシステム稼働率は、99.5%を目標とすること。

A.3.1.1 復旧方針 デスクアレイなどの外部記憶装置を物理的に複数台用意するなど、冗
長性が確保された同一の構成で情報システムを再構築すること。

A.3.2.1 保管場所分
散度

遠隔地へのデータ保管は、ベンダーによる提案事項とすること。

A.3.2.2 保管方法 地震、水害、テロ、火災などの大規模災害発生により被災した場合に備
え、運用サイトとは別途で、媒体による保管により、データ・プログラム
を保管する場所を設置すること。

B.1.1.1 ユーザ数 公開システムの利用者数は、無制限とする。

B.1.1.2 同時アクセ
ス数

公開システムの同時アクセス数は、無制限とする。

B.1.1.3 データ量（項
目・件数）

データ量は、ベンダーによる提案事項とすること。 利用期間中に想定される申請手続の数や添付
データの内容・種類等を勘案し、必要と想定され
るデータ量を見込むこと。

B.1.1.4 オンラインリ
クエスト件数
※

オンラインリクエスト件数は、ベンダーによる提案事項とすること。 オンラインリクエスト件数：単位時間ごとの業務
処理件数。性能・拡張性を決めるための前提と
なる項目。

B.1.2.1 ユーザ数増
大率

ユーザ数増大率は、ベンダーによる提案事項とすること。 利用期間中に想定される申請手続の数や添付
データの内容・種類等を勘案し、想定される増大
率を見込むこと。

B.1.2.2 同時アクセ
ス数増大率

同時アクセス数増大率は、ベンダーによる提案事項とすること。 利用期間中に想定される申請手続の数や添付
データの内容・種類等を勘案し、想定される増大
率を見込むこと。

B.1.2.3 データ量増
大率

データ量増大率は、ベンダーによる提案事項とすること。 利用期間中に想定される申請手続の数や添付
データの内容・種類等を勘案し、想定される増大
率を見込むこと。

B.1.2.4 オンラインリ
クエスト件数
増大率

オンラインリクエスト件数増大率は、ベンダーによる提案事項とするこ
と。

利用期間中に想定される申請手続の数や添付
データの内容・種類等を勘案し、想定される増大
率を見込むこと。

B.2.1.4 性能目標値 通常時オン
ラインレスポ
ンスタイム
※

単純処理においては１秒以内、複数機能の呼び出しや画面遷移を伴う
ものについては３秒以内を基本とし、大容量検索等においては、検索結
果を分割して取得・表示する等、高速化に努めること。

オンラインレスポンスタイム：オンラインシステム
利用時に要求されるレスポンス。
システム化する対象業務の特性を踏まえ、どの
程度のレスポンスが必要かについて確認する。
アクセスが集中するタイミングの特性や、障害時
の運用を考慮し、通常時・アクセス集中時・縮退
運転時ごとにレスポンスタイムを決める。

C.1.1.1 運用時間
（平日）

平日運用時間は、24時間利用を前提とすること。

C.1.1.2 運用時間
（休日等）

休日運用時間は、24時間利用を前提とすること。

C.1.2.2 外部データ
の利用可否

データ復旧の際、外部データの利用は、一部のデータ復旧に利用でき
ること。

C.1.2.3 データ復旧
の対応範囲

データ復旧の対応範囲は、障害発生時のデータ損失防止とすること。

C.1.2.5 バックアップ
取得間隔

バックアップの取得間隔は、システム構成の変更時など、任意のタイミ
ングとすること。

C.1.3.1 監視情報 エラー監視を行うこと。

C.2.3.5 保守運用 OS等パッチ
適用タイミン
グ

OS等のパッチについては、緊急性の高いパッチ※は即時に適用し、そ
れ以外は定期保守時に適用を行うことを目標とする。

OS等パッチ情報の展開とパッチ適用のポリシー
に関する項目。OS等は、OS、ミドルウ ェア、その
他のソフトウ ェアを指す。

■非機能要件一覧(類型：公開型GIS)

項番 大項目 中項目
メトリクス
（指標）

要求目標等 補足説明等

可用性 継続性

災害対策

性能・拡張性 業務処理量

運用・保守性 通常運用

（ 別紙５ ）



項番 大項目 中項目
メトリクス
（指標）

要求目標等 補足説明等

C.4.3.1 運用環境 マニュアル
準備レベル

運用マニュアルについては、各製品標準のマニュアルを利用すること。

C.5.3.1 ライフサイク
ル期間

ライフサイクル期間は、5年とすること。

C.5.9.1 定期報告会
実施頻度

運用の定期報告は、四半期に1回程度実施すること。

C.5.9.2 報告内容の
レベル

保守の定期報告は、ベンダーによる提案事項とすること。

C.6.2.1 その他の運
用管理方針

問い合わせ
対応窓口の
設置有無

運用保守時の問い合わせ窓口については、ベンダーの既設コールセン
ターを利用すること。

E.1.1.1 前提条件・
制約条件

遵守すべき
規程、ルー
ル、法令、ガ
イドライン等
の有無

「名古屋市情報あんしん条例」及び「名古屋市情報セキュリティ対策基
準」に準拠する。

E.4.3.4 セキュリティ
リスク管理

ウィルス定
義ファイル
適用タイミン
グ

システム脆弱性等に対応するためのウ ィルス定義ファイルについては、
定義ファイルリリース時に実施すること。

E.5.1.1 アクセス・利
用制限

管理権限を
持つ主体の
認証

認証方法は、1回とすること。

E.6.1.1 伝送データ
の暗号化の
有無

伝送データについては、認証情報のみ暗号化すること。

E.6.1.2 蓄積データ
の暗号化の
有無

蓄積データについては、認証情報のみ暗号化すること。

E.7.1.1 不正追跡・
監視

ログの取得 ログの取得については必要なログを取得すること。

E.10.1.1 セキュア
コーディン
グ、Web
サーバの設
定等による
対策の強化

セキュアコーディング、Webサーバの設定等は、対策を強化すること。 Webアプリケーション特有の脅威、脆弱性に関す
る対策を実施するかを確認するための項目。
Webシステムが攻撃される事例が増加しており、
Webシステムを構築する際には、セキュアコー
ディング、Webサーバの設定等による対策の実
施を検討する必要がある。

E.10.1.2 WAF※の導
入の有無

WAFの導入は、ベンダーによる提案事項とすること。 Webアプリケーション特有の脅威、脆弱性に関す
る対策を実施するかを確認するための項目。
WAF※とは、Web Application Firewallのことであ
る。

※本資料は、地方共同法人地方公共団体情報システム機構がホームページで公開している「非機能要求グレード活用シート（地方公共団体版）業務・情報シ
ステム分類グループ②」を用いて、必要箇所を抽出の上一部編集して作成している。（https://www.j-lis.go.jp/rdd/chyousakenkyuu/cms_92978324-2.html）
※「項番」は、当該シートの内容記載しており、再附番は行っていない。

セキュリティ

データの秘
匿

Web対策

https://www.j-lis.go.jp/rdd/chyousakenkyuu/cms_92978324-2.html

